
応援してください！ふるさと納税  村外のご親戚やご友人に、白川村への「ふるさと納税」をお勧めください。

むらの人口
男

女

計

世帯数
高齢化率

（－13）

（－26）

（－  7）

（－13）761　人

746　人

1,507　人

587世帯
33.38%

4月1日現在、（　）内は前月比

　４月３日（日）春の火の元検査及び春

季合同火災演習が行われました。春季合

同火災演習は給食センター付近を想定

し、より実践に近い形で実施されまし

た。詳しくは２３ページカメラさんぽを

ご覧ください。
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令和４年度  白川村村長施策方針

令和４年度  白川村機構図

新型コロナウイルス感染症
　　   ワクチン接種状況について
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新規採用職員紹介

名前　西　賢次
出身　飛騨市古川町
趣味　ドライブ、旅行
一言　基盤整備課建設係を担当
いたします。出身は飛騨市ですが、
白川村に居住させていただき村の
ことも学びながら少しずつ様々な
形でみなさまのお役に立ちたいと
考えています。いろいろとお世話に
なることもあるかと思いますがよろ
しくお願いいたします。

名前　髙島　綾子
出身　奈良県生駒市
趣味　食べること、寝ること、
　　　韓流ドラマ鑑賞
一言　21年ぶりに村に奉職致し
ました。村民の皆様に寄り添い、
元気な村づくりに貢献したいと
思いますので、お気軽にお声か
けください。どうぞよろしくお
願い申し上げます。

名前　熊谷　八重
出身　宮城県仙台市
趣味　博物館・美術館巡り
一言　昨年７月の民家園でのイ
ンターンを経て、４月から会計
室に勤務することになりました。
これから白川村と財政のことを
勉強していきますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

名前　奥野　真夕
出身　飛騨市神岡町
趣味　旅行
一言　４月から村民課の管理栄
養士として働かせていただきま
す。村民の皆様の健康に貢献で
きますよう、精一杯尽力いたし
ます。よろしくお願い致します。

名前　小瀬　智寛
出身　飛騨市古川町
趣味　スポーツ
　　　（特にバスケットボール）
一言　４月から消防士として働
くことになりました。社会人と
なることに不安しかなく、皆様
に迷惑をおかけすること多々あ
ると思いますが、精一杯頑張り
ますので、どうぞよろしくお願
い致します。

名前　元田　晴伸
出身　飛騨市古川町
趣味　キャンプ
一言　昨年度は白鳥病院からの
派遣医師として火曜日と金曜日
の診療を担当しておりました。今
年度からは白川・平瀬診療所の
所長として改めて勤務させてい
ただきます。白川村の健康づくり
のため、尽力して参りますので、
よろしくお願いいたします。

にし　　けん　じ たかしま　あや　こ くまがい　　や　え

おく　の　　ま　ゆ 　こ　せ　　ち　ひろ げん　だ　　はるのぶ

※髙島さんは、平成11年に白川村職員（保健師）に採用し２年間勤務されましたが、結婚を機に退職され、その後、
南砺市や関西電力㈱の保健師として勤務されていました。しかし村の保健師が急遽３月末をもって退職すること
となり、その後任を早急に配置する必要があったため、関西電力㈱ご理解のもと髙島さんにお願いし、村保健師
として勤務していただくことに応諾いただきました。
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１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
令
和
４
年
第
１
回
白
川
村
議
会

定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
提
出
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
く
に
当
た
り
、
村
政
運
営
に
関
す
る
私
の

所
信
と
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
基
本
方
針
、
並

び
に
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
村
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
就
任
以
来
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
「
後
押
し
行
政
」
、
「
母
の
目
行

政
」
、
「
孫
の
手
行
政
」
を
継
続
し
て
推
進
し
て

お
り
、
総
合
戦
略
で
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
人
口
は

維
持
以
上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
つ
く

る
」
を
目
標
に
行
政
運
営
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
議
会
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
村
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
ま

す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
『
第
６
波
』
に
突
入

し
、
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
こ
れ
ま
で
に
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
全

国
的
に
も
医
療
体
制
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
学
校

な
ど
社
会
・
経
済
の
基
盤
と
な
る
様
々
な
領
域

で
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
体
制
の
維
持
が
困
難
と

な
り
、
社
会
・
経
済
活
動
そ
の
も
の
が
機
能
停
止

に
陥
る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
に
対
し
村
民
へ
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
予
防
対
策
を
素
早
く
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
本
村
で
は
１
月
か
ら
医
療
従
事
者
や
消
防

職
員
へ
の
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
、
２

月
か
ら
は
高
齢
者
そ
し
て
村
民
へ
の
接
種
を
進

め
、
今
後
の
感
染
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
観
光
産

業
に
お
け
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
た
め
、
経

済
・
観
光
対
策
が
特
に
重
要
と
捉
え
、
様
々
な
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
冒
頭
で
申
上
げ
ま
し

た
人
口
減
少
課
題
に
あ
り
ま
し
て
は
、
依
然
と
し

て
定
住
人
口
は
緩
や
か
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
た
め
、「
６
次
産
業
化
の
更
な
る
強
化
・
観
光

産
業
と
の
連
携
」「
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
」

「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
な
ど
人
口
増
加
に
繋
げ

る
施
策
を
推
し
進
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

を
活
用
す
る
事
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
村
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
夢
が
実
現
に
繋
が
る
よ

う
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和

4
年
度
も
各
種
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
広
く
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
．
令
和
４
年
度
村
政
運
営

　
　
　
基
本
方
針
と
予
算
概
要
　

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
令
和
２
年
度
決
算
の
財

政
指
標
を
見
ま
す
と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、
72
・
1
％
で
あ
り
前

年
度
よ
り
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
継
続
し
て

柔
軟
な
財
政
を
維
持
し
て
お
り
、
実
質
公
債
費
比

率
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
交
付
税
算

入
率
の
高
い
過
疎
債
及
び
辺
地
債
を
中
心
に
活
用

し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
の
0
・
8
％
か
ら
増
加

し
2
・
0
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
低
い

数
値
を
保
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の

数
値
は
、
県
内
自
治
体
に
お
い
て
は
上
位
に
位
置

し
、
類
似
団
体
の
平
均
値
よ
り
も
良
好
な
数
値
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
一
般
財
源
と

な
る
地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
約
４
分
の
１
を

占
め
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
よ
る
寄
付
金
の
財
源
が
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
財
政
運
営
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
今
後
に
お
い
て
も
、
国
の

政
策
や
経
済
情
勢
に
よ
り
歳
入
も
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
歳
出
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
対
策
を
配
慮

し
、
歳
出
の
効
果
的
な
活
用
と
抑
制
を
図
り
つ

つ
、
適
正
な
村
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
の
規
模
は
、

・
一
般
会
計
　
　
３
５
億
円

・
特
別
会
計
　
　
７
億
９
，
０
８
０
万
円

全
会
計
で
は
、
　
４
２
億
９
，
０
８
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一

般
会
計
は
前
年
と
同
様
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
３
．
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
目
的
別
の
主
な
事
業

　
そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
目
的
別
に
主

な
事
業
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
１
款
、
議
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

０
０
万
円
減
の
３
，
３
６
５
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

６
，
３
３
１
万
円
増
額
の
５
億
１
，
１
６
８
万
円

で
あ
り
ま
す
。
村
の
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
靭
化
対
策
に
掛
か
る
更
新
費
用
と
し
て
、
５
，

３
０
６
万
円
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

重
要
課
題
で
あ
る
人
口
維
持
に
向
け
て
、
定
住
促

進
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
繋
げ
る
た
め
に
移
住
体
験
・
空

き
家
バ
ン
ク
の
整
備
・
情
報
配
信
な
ど
の
事
業
へ

引
続
き
予
算
計
上
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

経
費
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
寄
付
金
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
返
礼
品
な
ど
の
費
用
に
対
し

５
，
５
９
７
万
円
の
増
額
計
上
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，
２
８
７
万
円
増
額
の
３
億
５
，
４
０
４
万
円

で
あ
り
ま
す
。
白
川
保
育
園
舎
の
改
築
や
統
合
に

向
け
送
迎
用
園
児
専
用
バ
ス
の
購
入
経
費
と
し
て

２
，
４
７
９
万
円
の
増
額
、
ま
た
、
白
川
児
童
公

園
遊
具
の
修
繕
費
や
休
憩
施
設
の
新
築
工
事
に
よ

り
６
８
４
万
円
を
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
児
童
医
療
費
助
成
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
や
在
宅
介
護
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
実
施
し
て
い
く
た
め
前
年
並
み

の
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
３

８
３
万
円
減
額
の
1
億
８
，
２
４
８
万
円
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
確
保
に
関
す
る
経
費

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
健
康
診
査

事
業
に
お
い
て
は
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
経
費
を
追

加
し
、
健
康
の
保
持
増
進
や
疾
病
予
防
へ
の
意
識

改
革
の
一
助
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
比
４
５
４
万
円
減
額
の
２
億
８
，
７
５
０
万
円

で
あ
り
ま
す
。
美
味
し
い
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
優
良
な
堆
肥
の
地
域
内
循
環
や
機
械

の
整
備
費
用
を
計
上
し
、
併
せ
て
特
産
品
の
開
発

を
目
的
に
、
村
内
産
の
酒
米
を
使
用
し
た
日
本
酒

醸
造
に
挑
戦
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
林
業
に
関
し
ま
し
て
も
、
昨
年
度
に
引
続
き
、

森
林
育
成
の
促
進
及
び
利
用
価
値
の
向
上
を
図
る

た
め
、
計
画
的
な
間
伐
に
関
す
る
経
費
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
い
て
は
前
年
比
９
，
２
２

５
万
円
減
額
の
６
億
６
，
５
８
７
万
円
で
あ
り
ま

す
。
観
光
一
般
経
費
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
広
告
事
業
を
充
実
さ
せ
、
国
内
か
ら
の

誘
客
を
取
込
む
た
め
の
経
費
を
増
額
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

観
光
対
策
経
費
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
宿
泊
割
・
Ｑ
Ｒ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
観
光

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ン
看
板
整
備
事
業
と
し

て
、
荻
町
地
内
の
景
観
に
配
慮
し
た
形
で
の
看
板

設
計
を
、
こ
れ
ま
で
に
大
学
連
携
の
一
環
と
し
て

協
働
で
進
め
て
お
り
、
制
作
及
び
設
置
に
係
る
費

用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
３
，
１

８
０
万
円
減
額
の
４
億
９
，
０
８
２
万
円
で
あ
り

ま
す
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し

た
、
落
石
対
策
な
ど
の
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
村
単
村
道
改
良
事
業
を
新
た
に

新
設
し
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
改
良
・
改
修

が
必
要
と
さ
れ
る
木
谷
稗
田
線
・
ゲ
ン
ダ
洞
線
・

荻
町
下
ゴ
ソ
線
・
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
線
等
の
舗

装
工
事
や
平
瀬
１
号
線
井
戸
ポ
ン
プ
工
事
な
ど
の

費
用
と
し
て
、
1
億
６
０
０
万
円
計
上
し
、
交
通

の
安
全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
５
４
４

万
円
増
額
の
２
億
１
，
３
０
８
万
円
で
あ
り
ま

す
。
地
域
消
防
を
支
え
る
消
防
団
員
の
確
保
と
活

動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
団
員
報
酬
の
見

直
し
及
び
、
県
消
防
操
法
大
会
の
出
場
交
付
金
を

含
め
９
６
１
万
円
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
車
両
等
整
備
更
新
事
業
で
は
、
機
器

の
更
新
計
画
に
よ
り
小
型
動
力
ポ
ン
プ
２
台
の
整

備
費
用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
て
、
更
な
る
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
４
，
３

４
６
万
円
増
額
の
３
億
７
，
６
３
１
万
円
で
あ
り

ま
す
。
体
育
施
設
に
関
し
て
、
前
年
度
に
引
続
き

著
し
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
平
瀬
体
育
館
の
改

修
工
事
を
実
施
し
す
る
た
め
２
，
５
４
４
万
円
増

額
計
上
し
、
施
設
整
備
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
多
く
の
方
々
に
積
極
的
に
活
用
し
て
頂
け
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
茅
刈
機
械
の
運
用

に
よ
り
作
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
確
保
が
必
要
と
な

る
た
め
、
茅
保
管
庫
の
増
築
を
目
的
と
し
て
１
，

５
５
４
万
円
増
額
計
上
し
ま
し
た
。
今
後
に
お
い

て
、
村
内
産
茅
の
自
給
率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
以
上
が
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の

概
要
で
あ
り
ま
す
。

　
４
．
む
す
び

　
以
上
、
令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
方
針
及
び
予

算
の
大
要
に
つ
き
ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
よ
っ
て
は
、
地
方
税
等

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
考
え
ら
れ
、
財
政
調
整

基
金
に
よ
る
取
崩
に
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
一
方
、
交
付
税
に
お
い
て
は
所
要
の
額

が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
地
方
債
に
つ
き

ま
し
て
も
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
中

心
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
比
較
的
安
定
し
た

財
政
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず

れ
の
財
源
も
国
の
経
済
情
勢
や
政
策
に
よ
り
大
き

く
左
右
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
農
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

公
共
施
設
の
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
と
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
安
心
の
確
保
に
向
け
た
予
算
編
成
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
も
緩
や
か
に
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
第
２
次
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
「
人
口
は
維

持
以
上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
創
る
」
こ

と
を
目
標
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
村
・
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
村
創

り
に
力
強
く
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す
と
と
も
に
、
本
定
例
会

に
提
案
し
て
お
り
ま
す
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

を
は
じ
め
、
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
十
分
ご
審

議
い
た
だ
き
、
ご
決
定
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編

成
に
伴
う
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

令
和
４
年
度

　
令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

令和4年更新予定の観光サイン看板
（荻町集落内）

昨年度新たにふるさと納税の返礼品に加わった結旨豚

白川村産「山田錦」を100％使用した「白川村純米大吟醸CUVEE45」
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☎６-1311
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１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
令
和
４
年
第
１
回
白
川
村
議
会

定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
提
出
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
く
に
当
た
り
、
村
政
運
営
に
関
す
る
私
の

所
信
と
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
基
本
方
針
、
並

び
に
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
村
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
就
任
以
来
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
「
後
押
し
行
政
」
、
「
母
の
目
行

政
」
、
「
孫
の
手
行
政
」
を
継
続
し
て
推
進
し
て

お
り
、
総
合
戦
略
で
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
人
口
は

維
持
以
上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
つ
く

る
」
を
目
標
に
行
政
運
営
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
議
会
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
村
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
ま

す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
『
第
６
波
』
に
突
入

し
、
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
こ
れ
ま
で
に
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
全

国
的
に
も
医
療
体
制
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
学
校

な
ど
社
会
・
経
済
の
基
盤
と
な
る
様
々
な
領
域

で
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
体
制
の
維
持
が
困
難
と

な
り
、
社
会
・
経
済
活
動
そ
の
も
の
が
機
能
停
止

に
陥
る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
に
対
し
村
民
へ
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
予
防
対
策
を
素
早
く
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
本
村
で
は
１
月
か
ら
医
療
従
事
者
や
消
防

職
員
へ
の
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
、
２

月
か
ら
は
高
齢
者
そ
し
て
村
民
へ
の
接
種
を
進

め
、
今
後
の
感
染
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
観
光
産

業
に
お
け
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
た
め
、
経

済
・
観
光
対
策
が
特
に
重
要
と
捉
え
、
様
々
な
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
冒
頭
で
申
上
げ
ま
し

た
人
口
減
少
課
題
に
あ
り
ま
し
て
は
、
依
然
と
し

て
定
住
人
口
は
緩
や
か
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
た
め
、「
６
次
産
業
化
の
更
な
る
強
化
・
観
光

産
業
と
の
連
携
」「
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
」

「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
な
ど
人
口
増
加
に
繋
げ

る
施
策
を
推
し
進
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

を
活
用
す
る
事
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
村
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
夢
が
実
現
に
繋
が
る
よ

う
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和

4
年
度
も
各
種
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
広
く
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
．
令
和
４
年
度
村
政
運
営

　
　
　
基
本
方
針
と
予
算
概
要
　

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
令
和
２
年
度
決
算
の
財

政
指
標
を
見
ま
す
と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、
72
・
1
％
で
あ
り
前

年
度
よ
り
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
継
続
し
て

柔
軟
な
財
政
を
維
持
し
て
お
り
、
実
質
公
債
費
比

率
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
交
付
税
算

入
率
の
高
い
過
疎
債
及
び
辺
地
債
を
中
心
に
活
用

し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
の
0
・
8
％
か
ら
増
加

し
2
・
0
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
低
い

数
値
を
保
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の

数
値
は
、
県
内
自
治
体
に
お
い
て
は
上
位
に
位
置

し
、
類
似
団
体
の
平
均
値
よ
り
も
良
好
な
数
値
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
一
般
財
源
と

な
る
地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
約
４
分
の
１
を

占
め
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
よ
る
寄
付
金
の
財
源
が
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
財
政
運
営
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
今
後
に
お
い
て
も
、
国
の

政
策
や
経
済
情
勢
に
よ
り
歳
入
も
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
歳
出
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
対
策
を
配
慮

し
、
歳
出
の
効
果
的
な
活
用
と
抑
制
を
図
り
つ

つ
、
適
正
な
村
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
の
規
模
は
、

・
一
般
会
計
　
　
３
５
億
円

・
特
別
会
計
　
　
７
億
９
，
０
８
０
万
円

全
会
計
で
は
、
　
４
２
億
９
，
０
８
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一

般
会
計
は
前
年
と
同
様
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
３
．
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
目
的
別
の
主
な
事
業

　
そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
目
的
別
に
主

な
事
業
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
１
款
、
議
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
１

０
０
万
円
減
の
３
，
３
６
５
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

６
，
３
３
１
万
円
増
額
の
５
億
１
，
１
６
８
万
円

で
あ
り
ま
す
。
村
の
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
靭
化
対
策
に
掛
か
る
更
新
費
用
と
し
て
、
５
，

３
０
６
万
円
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

重
要
課
題
で
あ
る
人
口
維
持
に
向
け
て
、
定
住
促

進
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
繋
げ
る
た
め
に
移
住
体
験
・
空

き
家
バ
ン
ク
の
整
備
・
情
報
配
信
な
ど
の
事
業
へ

引
続
き
予
算
計
上
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

経
費
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
寄
付
金
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
返
礼
品
な
ど
の
費
用
に
対
し

５
，
５
９
７
万
円
の
増
額
計
上
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

３
，
２
８
７
万
円
増
額
の
３
億
５
，
４
０
４
万
円

で
あ
り
ま
す
。
白
川
保
育
園
舎
の
改
築
や
統
合
に

向
け
送
迎
用
園
児
専
用
バ
ス
の
購
入
経
費
と
し
て

２
，
４
７
９
万
円
の
増
額
、
ま
た
、
白
川
児
童
公

園
遊
具
の
修
繕
費
や
休
憩
施
設
の
新
築
工
事
に
よ

り
６
８
４
万
円
を
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
児
童
医
療
費
助
成
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
や
在
宅
介
護
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
実
施
し
て
い
く
た
め
前
年
並
み

の
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比
３

８
３
万
円
減
額
の
1
億
８
，
２
４
８
万
円
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
確
保
に
関
す
る
経
費

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
健
康
診
査

事
業
に
お
い
て
は
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
経
費
を
追

加
し
、
健
康
の
保
持
増
進
や
疾
病
予
防
へ
の
意
識

改
革
の
一
助
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
比
４
５
４
万
円
減
額
の
２
億
８
，
７
５
０
万
円

で
あ
り
ま
す
。
美
味
し
い
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
優
良
な
堆
肥
の
地
域
内
循
環
や
機
械

の
整
備
費
用
を
計
上
し
、
併
せ
て
特
産
品
の
開
発

を
目
的
に
、
村
内
産
の
酒
米
を
使
用
し
た
日
本
酒

醸
造
に
挑
戦
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
林
業
に
関
し
ま
し
て
も
、
昨
年
度
に
引
続
き
、

森
林
育
成
の
促
進
及
び
利
用
価
値
の
向
上
を
図
る

た
め
、
計
画
的
な
間
伐
に
関
す
る
経
費
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
い
て
は
前
年
比
９
，
２
２

５
万
円
減
額
の
６
億
６
，
５
８
７
万
円
で
あ
り
ま

す
。
観
光
一
般
経
費
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
広
告
事
業
を
充
実
さ
せ
、
国
内
か
ら
の

誘
客
を
取
込
む
た
め
の
経
費
を
増
額
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

観
光
対
策
経
費
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
宿
泊
割
・
Ｑ
Ｒ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
観
光

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ン
看
板
整
備
事
業
と
し

て
、
荻
町
地
内
の
景
観
に
配
慮
し
た
形
で
の
看
板

設
計
を
、
こ
れ
ま
で
に
大
学
連
携
の
一
環
と
し
て

協
働
で
進
め
て
お
り
、
制
作
及
び
設
置
に
係
る
費

用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
３
，
１

８
０
万
円
減
額
の
４
億
９
，
０
８
２
万
円
で
あ
り

ま
す
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し

た
、
落
石
対
策
な
ど
の
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
村
単
村
道
改
良
事
業
を
新
た
に

新
設
し
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
改
良
・
改
修

が
必
要
と
さ
れ
る
木
谷
稗
田
線
・
ゲ
ン
ダ
洞
線
・

荻
町
下
ゴ
ソ
線
・
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
線
等
の
舗

装
工
事
や
平
瀬
１
号
線
井
戸
ポ
ン
プ
工
事
な
ど
の

費
用
と
し
て
、
1
億
６
０
０
万
円
計
上
し
、
交
通

の
安
全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
５
４
４

万
円
増
額
の
２
億
１
，
３
０
８
万
円
で
あ
り
ま

す
。
地
域
消
防
を
支
え
る
消
防
団
員
の
確
保
と
活

動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
団
員
報
酬
の
見

直
し
及
び
、
県
消
防
操
法
大
会
の
出
場
交
付
金
を

含
め
９
６
１
万
円
増
額
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
車
両
等
整
備
更
新
事
業
で
は
、
機
器

の
更
新
計
画
に
よ
り
小
型
動
力
ポ
ン
プ
２
台
の
整

備
費
用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
て
、
更
な
る
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
４
，
３

４
６
万
円
増
額
の
３
億
７
，
６
３
１
万
円
で
あ
り

ま
す
。
体
育
施
設
に
関
し
て
、
前
年
度
に
引
続
き

著
し
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
平
瀬
体
育
館
の
改

修
工
事
を
実
施
し
す
る
た
め
２
，
５
４
４
万
円
増

額
計
上
し
、
施
設
整
備
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
多
く
の
方
々
に
積
極
的
に
活
用
し
て
頂
け
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
茅
刈
機
械
の
運
用

に
よ
り
作
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
確
保
が
必
要
と
な

る
た
め
、
茅
保
管
庫
の
増
築
を
目
的
と
し
て
１
，

５
５
４
万
円
増
額
計
上
し
ま
し
た
。
今
後
に
お
い

て
、
村
内
産
茅
の
自
給
率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
以
上
が
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の

概
要
で
あ
り
ま
す
。

　
４
．
む
す
び

　
以
上
、
令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
方
針
及
び
予

算
の
大
要
に
つ
き
ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
よ
っ
て
は
、
地
方
税
等

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
考
え
ら
れ
、
財
政
調
整

基
金
に
よ
る
取
崩
に
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
一
方
、
交
付
税
に
お
い
て
は
所
要
の
額

が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
地
方
債
に
つ
き

ま
し
て
も
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
中

心
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
比
較
的
安
定
し
た

財
政
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず

れ
の
財
源
も
国
の
経
済
情
勢
や
政
策
に
よ
り
大
き

く
左
右
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
農
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

公
共
施
設
の
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
と
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
安
心
の
確
保
に
向
け
た
予
算
編
成
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
も
緩
や
か
に
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
第
２
次
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
「
人
口
は
維

持
以
上
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
村
を
創
る
」
こ

と
を
目
標
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
村
・
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
村
創

り
に
力
強
く
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す
と
と
も
に
、
本
定
例
会

に
提
案
し
て
お
り
ま
す
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

を
は
じ
め
、
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
十
分
ご
審

議
い
た
だ
き
、
ご
決
定
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編

成
に
伴
う
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

令
和
４
年
度

　
令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

令和4年更新予定の観光サイン看板
（荻町集落内）

昨年度新たにふるさと納税の返礼品に加わった結旨豚

白川村産「山田錦」を100％使用した「白川村純米大吟醸CUVEE45」

[ 問合せ先 ]
会計室兼財政課
☎６-1311

広報しらかわ3 広報しらかわ 2

　村長施策方針 村長施策方針　



総額 ４２億９，０８０万円
全会計
白川村当初予算白川村当初予算

（前年度比0.1％の増）
　村の一般会計と特別会計（６会計８
勘定）の新年度予算が決定しました。
村に入るお金やその使い道について詳
しくお知らせします。

■予算規模（前年度比）
　０.１％の増
　一般会計の予算額は、前年度と同額
の35億円になりました。歳入・歳出の
内容については、グラフ１・２を参照
ください。
　特別会計の予算額は、0.8％増の7億
9,080万円になりました。各会計につ
いては、「特別会計予算額の推移」を
参照ください。
　一般会計、特別会計を合わせた予算
の総額は、0.1％増の42億9,080万円と
なりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　20.1％を占める村税のうち最も大き
なものは発電施設等に係る大規模償却
資産税で、4億377万円が計上されてお
りますが、前年に対し421万円の減額
としています。地方交付税は前年度同
額の9億5,000万円を計上しています
が、村債は4億1,750万円で、前年度と
比較し2,760万円の減額となっていま
す。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　令和４年度は、白川村第２次総合戦
略の３年目の年となります。依然とし
て定住人口は緩やかに減少傾向が続い
ている状況ですが、目標である『人口
は維持以上を目指し、持続可能な村を
創る』を達成すべく「６次産業化の更
なる強化・観光産業との連携」「子育
て支援や少子化対策」「移住・定住の
促進」など人口増加に繋げる事業や、
ふるさと納税寄付金の活用による地域
の活性化に向けた事業などを計画して
おります。また、新型コロナウイルス
感染症の収束後における国内観光客の
誘致やイベント開催など、必要となる
事業への重点配分や急速に変化する時
勢に対応できる体制、そして健全財政
の維持を図る取り組みを進めることを
基本方針としました。
　経常的に支出しなければならない義
務的経費は、前年より0.1％減となり
ました。内訳として、人件費（5億834
万円）は増額となりましたが、公債費

（3億7,440万円）は減額となりました。
　また、投資的経費では、普通建設事
業費においても前年度より17％減額し
4億9,367万円となりました。
　事業費の大きなものとして、ふるさ
と納税推進事業経費（1億381万円）で
は、昨年からの寄付額が増加した事に
より、返礼品などの費用を増額計上し
ています。
　土木事業では村単村道改良事業（1
億600万円）として、木谷稗田線・ゲ
ンダ洞線・荻町下ゴソ線・飯島集落セ
ンター線等の舗装工事や平瀬１号線井
戸ポンプ工事などを予定しており、通
行の安全や快適性を向上させる事業を
実施します。
　観光事業では、新型コロナウイルス
観光対策経費（4,415万円）として、
令和２年度から実施している宿泊割・
ＱＲキャッシュレス決済割引キャン
ペーンを引続き予定し、またアフター
コロナを見据えた広告事業を充実する
事により、国内の誘客を積極的に取組
みます。
　体育施設事業としては、継続事業と
して老朽化により損傷が激しい平瀬体
育館の大規模改修工事（5,487万円）
を計上し、本年度に完成予定としてお
ります。
　その他、保育所臨時経費では、白川
保育園舎の改築及び園児送迎用専用バ
スの購入を予定し、福祉事業では、障
がい者・高齢者の移動支援サービスの
地域拡大を実施します。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定は、
保険給付費を1億4,430万円とし、国保
事業費納付金が試算数値であるため、
予備費に1,523万円計上しました。直
診勘定の部では、心電図などの医療用
機械の更新経費を計上しています。簡
易水道特別会計及び公共下水道会計で
は、令和５年度までの継続事業として、
公営企業法適用に向け業務委託経費を
計上しています。白弓スキー場特別会
計においては、令和４年度から廃止と
なりました。
　この他の主要な事業については、村
の取組む主要施策として当村のホーム
ページに掲載されます。これらの予算
の執行状況については、今後当誌面に
おいて公開していきます。

令和
4年度

■特別会計予算額の推移

■一般会計歳出目的別予算額

款 当初予算 構成比 対前年度増減額

 議 会 費 3,365万円 1.0％  △101万円
 総 務 費 5億1,168万円 14.6％  6,332万円
 民 生 費 3億5,404万円 10.1％  3,288万円
 衛 生 費 1億8,248万円 5.2％  △383万円
 農林水産業費 2億8,750万円 8.2％  △454万円
 商 工 費 6億6,587万円 19.0％  △9,225万円
 土 木 費 4億9,082万円 14.0％  △3,181万円
 消 防 費 2億1,308万円 6.1％  544万円
 教 育 費 3億7,631万円 10.8％  4,346万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  △1万円
 公 債 費 3億7,440万円 10.7％  △885万円
 予 備 費 1,012万円 0.3％  △280万円
 計 35億0,000万円 100.0％  0万円

■議 会 費
議会一般経費 465万円
■総 務 費 
ふるさと納税推進事業 10,381万円
電算管理一般経費 6,086万円
住民情報電算化事業 2,208万円
一般管理一般経費 2,070万円
地域おこし協力隊事業 871万円
■民 生 費
保育所臨時経費 4,630万円
外出支援事業 2,723万円
後期高齢者医療費 2,637万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,510万円
児童手当支給事業 2,099万円
■衛 生 費
国保直診勘定特別会計繰出金 5,000万円
リサイクル運営経費 4,021万円
簡易水道特別会計繰出金 2,820万円
塵芥処理一般経費 2,059万円
予防事業一般経費 1,094万円
■農林水産業費
白山林道管理一般経費 11,634万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,869万円
地籍調査事業 1,689万円
中山間地域総合整備事業 1,200万円
清流の国ぎふ森林・環境基金事業 1,000万円

■商 工 費
商工業振興一般経費 20,109万円
新型コロナウイルス観光対策経費 4,415万円
合掌造り民家園補助事業 4,000万円
小水力発電施設管理経費 2,611万円
駐車場等交通整理事業 2,225万円
■土 木 費
村単村道改良事業 10,600万円
除雪関係事業 9,869万円
道路メンテナンス補助事業 9,000万円
公共下水道特別会計繰出金 7,810万円
社会資本整備総合交付金事業 4,550万円
■消 防 費
常備消防一般経費 11,732万円
非常備消防一般経費 2,447万円
消防施設管理経費 1,172万円
消防団車両等整備更新事業 526万円
大野郡消防協会事業 251万円
■教 育 費
南部地区拠点施設再整備事業 5,487万円
荻町伝建地区保存事業 4,200万円
学校給食センター管理経費 3,347万円
白川郷学園管理一般経費 2,369万円
保存財団事業補助金 2,000万円

■令和４年度 一般会計のおもな事業
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4億5,970万円
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積立金
2,857万円
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繰出金
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予備費
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貸付金
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総額 ４２億９，０８０万円
全会計
白川村当初予算白川村当初予算

（前年度比0.1％の増）
　村の一般会計と特別会計（６会計８
勘定）の新年度予算が決定しました。
村に入るお金やその使い道について詳
しくお知らせします。

■予算規模（前年度比）
　０.１％の増
　一般会計の予算額は、前年度と同額
の35億円になりました。歳入・歳出の
内容については、グラフ１・２を参照
ください。
　特別会計の予算額は、0.8％増の7億
9,080万円になりました。各会計につ
いては、「特別会計予算額の推移」を
参照ください。
　一般会計、特別会計を合わせた予算
の総額は、0.1％増の42億9,080万円と
なりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　20.1％を占める村税のうち最も大き
なものは発電施設等に係る大規模償却
資産税で、4億377万円が計上されてお
りますが、前年に対し421万円の減額
としています。地方交付税は前年度同
額の9億5,000万円を計上しています
が、村債は4億1,750万円で、前年度と
比較し2,760万円の減額となっていま
す。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　令和４年度は、白川村第２次総合戦
略の３年目の年となります。依然とし
て定住人口は緩やかに減少傾向が続い
ている状況ですが、目標である『人口
は維持以上を目指し、持続可能な村を
創る』を達成すべく「６次産業化の更
なる強化・観光産業との連携」「子育
て支援や少子化対策」「移住・定住の
促進」など人口増加に繋げる事業や、
ふるさと納税寄付金の活用による地域
の活性化に向けた事業などを計画して
おります。また、新型コロナウイルス
感染症の収束後における国内観光客の
誘致やイベント開催など、必要となる
事業への重点配分や急速に変化する時
勢に対応できる体制、そして健全財政
の維持を図る取り組みを進めることを
基本方針としました。
　経常的に支出しなければならない義
務的経費は、前年より0.1％減となり
ました。内訳として、人件費（5億834
万円）は増額となりましたが、公債費

（3億7,440万円）は減額となりました。
　また、投資的経費では、普通建設事
業費においても前年度より17％減額し
4億9,367万円となりました。
　事業費の大きなものとして、ふるさ
と納税推進事業経費（1億381万円）で
は、昨年からの寄付額が増加した事に
より、返礼品などの費用を増額計上し
ています。
　土木事業では村単村道改良事業（1
億600万円）として、木谷稗田線・ゲ
ンダ洞線・荻町下ゴソ線・飯島集落セ
ンター線等の舗装工事や平瀬１号線井
戸ポンプ工事などを予定しており、通
行の安全や快適性を向上させる事業を
実施します。
　観光事業では、新型コロナウイルス
観光対策経費（4,415万円）として、
令和２年度から実施している宿泊割・
ＱＲキャッシュレス決済割引キャン
ペーンを引続き予定し、またアフター
コロナを見据えた広告事業を充実する
事により、国内の誘客を積極的に取組
みます。
　体育施設事業としては、継続事業と
して老朽化により損傷が激しい平瀬体
育館の大規模改修工事（5,487万円）
を計上し、本年度に完成予定としてお
ります。
　その他、保育所臨時経費では、白川
保育園舎の改築及び園児送迎用専用バ
スの購入を予定し、福祉事業では、障
がい者・高齢者の移動支援サービスの
地域拡大を実施します。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定は、
保険給付費を1億4,430万円とし、国保
事業費納付金が試算数値であるため、
予備費に1,523万円計上しました。直
診勘定の部では、心電図などの医療用
機械の更新経費を計上しています。簡
易水道特別会計及び公共下水道会計で
は、令和５年度までの継続事業として、
公営企業法適用に向け業務委託経費を
計上しています。白弓スキー場特別会
計においては、令和４年度から廃止と
なりました。
　この他の主要な事業については、村
の取組む主要施策として当村のホーム
ページに掲載されます。これらの予算
の執行状況については、今後当誌面に
おいて公開していきます。

令和
4年度

■特別会計予算額の推移

■一般会計歳出目的別予算額

款 当初予算 構成比 対前年度増減額

 議 会 費 3,365万円 1.0％  △101万円
 総 務 費 5億1,168万円 14.6％  6,332万円
 民 生 費 3億5,404万円 10.1％  3,288万円
 衛 生 費 1億8,248万円 5.2％  △383万円
 農林水産業費 2億8,750万円 8.2％  △454万円
 商 工 費 6億6,587万円 19.0％  △9,225万円
 土 木 費 4億9,082万円 14.0％  △3,181万円
 消 防 費 2億1,308万円 6.1％  544万円
 教 育 費 3億7,631万円 10.8％  4,346万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  △1万円
 公 債 費 3億7,440万円 10.7％  △885万円
 予 備 費 1,012万円 0.3％  △280万円
 計 35億0,000万円 100.0％  0万円

■議 会 費
議会一般経費 465万円
■総 務 費 
ふるさと納税推進事業 10,381万円
電算管理一般経費 6,086万円
住民情報電算化事業 2,208万円
一般管理一般経費 2,070万円
地域おこし協力隊事業 871万円
■民 生 費
保育所臨時経費 4,630万円
外出支援事業 2,723万円
後期高齢者医療費 2,637万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,510万円
児童手当支給事業 2,099万円
■衛 生 費
国保直診勘定特別会計繰出金 5,000万円
リサイクル運営経費 4,021万円
簡易水道特別会計繰出金 2,820万円
塵芥処理一般経費 2,059万円
予防事業一般経費 1,094万円
■農林水産業費
白山林道管理一般経費 11,634万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,869万円
地籍調査事業 1,689万円
中山間地域総合整備事業 1,200万円
清流の国ぎふ森林・環境基金事業 1,000万円

■商 工 費
商工業振興一般経費 20,109万円
新型コロナウイルス観光対策経費 4,415万円
合掌造り民家園補助事業 4,000万円
小水力発電施設管理経費 2,611万円
駐車場等交通整理事業 2,225万円
■土 木 費
村単村道改良事業 10,600万円
除雪関係事業 9,869万円
道路メンテナンス補助事業 9,000万円
公共下水道特別会計繰出金 7,810万円
社会資本整備総合交付金事業 4,550万円
■消 防 費
常備消防一般経費 11,732万円
非常備消防一般経費 2,447万円
消防施設管理経費 1,172万円
消防団車両等整備更新事業 526万円
大野郡消防協会事業 251万円
■教 育 費
南部地区拠点施設再整備事業 5,487万円
荻町伝建地区保存事業 4,200万円
学校給食センター管理経費 3,347万円
白川郷学園管理一般経費 2,369万円
保存財団事業補助金 2,000万円

■令和４年度 一般会計のおもな事業
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〈参事級〉
　村民課長 古田　直樹【昇格】
　観光振興課長 成原　伸次【昇格】
　教育委員会事務局長 鈴口　雅彦【昇格】

〈課長補佐級〉
　教育委員会学校教育・社会教育担当課長補佐 新谷さゆり（　〃　主査）【昇格】

〈主査級〉
　基盤整備課建設担当主査 坂本　弥生（教育委員会学校教育・社会教育担当主査）
　教育委員会学校教育・社会教育担当主査 神田　浩徳（基盤整備課建設担当主査）
　基盤整備課農林担当主査 白木　光成（　〃　主任）【昇格】
　高山消防署派遣主査 手塚　正太（　〃　主任）【昇格】

〈主任級〉
　基盤整備課建設担当主任 半田　　旭（総務課行政担当主任）
　総務課行政担当主任 小倉　和彦（会計室・財政課主任）
　観光振興課観光担当主任 伴場　淳人（　〃　主事）【昇格】
　村民課診療所主任 大田　知佳（　〃　主事）【昇格】
　高山消防署派遣主任 田中　裕也（　〃　主事）【昇格】

〈新　採〉
　基盤整備課建設担当主査 西　　賢次
　村民課健康福祉担当主査 髙島　綾子
　会計室・財政課主事 熊谷　八重
　村民課健康福祉担当主事 奥野　真夕
　高山消防署派遣主事 小瀬　智寛

〈退　職〉
　村民課 田川　　薫
　村民課 吉山　千帆

白川村職員人事異動
（※異動・昇格は4月1日、退職は3月31日付）
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育
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章
坪 　内

野 　村

小 坂 （ 久 ）

　（ 臨 ） 　

和 田 （ 真 ）

　（ 臨 ） 　

神 　田

高 　畠

◎ 一 般 財 団 法 人 世 界 遺 産 白 川 郷 合 掌 造 り 保 存 財 団 … 事 務 局 長 　大 澤

◎ 高 山 市 消 防 本 部 … 手 塚 、 今 藤 、 上 手 、 千 原 、 田 中 、 武 田 、 西 村 、 杉 垣 、 小 瀬 （ 智 ）（ 新 採 ）

成
原

村
長

板
谷
副
村
長

宮
丸
教
育
長

（ 臨 ） ： 会 計 年 度 任 用 職 員

敬称略（保護者）
新入園・新入学おめでとう田中　蓮人（克弥・清美）

小倉　栞音（和彦・理恵）
三輪　咲太（了・優紀）
谷藤未理乃（一成・美佳）
神田　泉美（将成・せなみ）
田島　明歩（雅文・有衣）
新谷　和大（彰吾・舞子）
手塚ほの恵（正太・芽衣）
田中　寿里（千尋・絵里加）
松井　勇利（貴希・美穂）
高畠　快青（宏彰・あゆみ）
吉山みちる（宏司・千帆）
宮𦚰　　潤（充司・小百合）
髙井　碧人（和貴・名奈子）

　た　なか　　れん　と

　お　ぐら　　　し　おん

　み　わ　　　さい　た

たにふじ　み　り　の

かん　だ　　　いず　み

　た　じま　　あき　ほ

しんたに　　かず　ま

　て　づか　ほ　の　え

　た　なか　　こと　り

まつ　い　　　ゆう　り

たかばたけ　　かいせい

よしやま　み　ち　る

みやわき　　　　じゅん

たか　い　　　あお　と

上手　新太（陽介・敬子）
上手　春人（陽介・敬子）
原田那寿羽（隆介・満実穂）
黒木　来華（雄太・文香）
佐藤　朝陽（謙・早央莉）
今藤鳳ノ介（大樹・ひかる）
池田　愛翔（優菜）
吉山　湊人（宏司・千帆）

かみ　で　　　あら　た

かみ　で　　　はる　と

はら　だ　な　ず　は

くろ　き　　　らい　か

　さ　とう　　あさ　ひ

こんどうたか　の　すけ

いけ　だ　　　あい　と

よしやま　　みな　と

武田千結里（洋・美幸）
下山　陽久（勝巳・薫）
根尾　結音（久美子）
神田　紀子（将成・せなみ）
松古　希音（佳倫）
小倉　七海（和彦・理恵）
田𦚰寧音佳（秀俊・郁栄）
手塚さとり（正太・芽衣）

たけ　だ　ち　ゆ　り

しもやま　　あきひさ

　ね　お　　　ゆい　ね

かん　だ　　　き　こ

まつふる　　　き　の

　お　ぐら　　なな　み

　た　わき　ね　ね　か

　て　づか　さ　と　り

白
川
保
育
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年
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児

白
川
郷
学
園
　
１
年
生
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〈参事級〉
　村民課長 古田　直樹【昇格】
　観光振興課長 成原　伸次【昇格】
　教育委員会事務局長 鈴口　雅彦【昇格】

〈課長補佐級〉
　教育委員会学校教育・社会教育担当課長補佐 新谷さゆり（　〃　主査）【昇格】

〈主査級〉
　基盤整備課建設担当主査 坂本　弥生（教育委員会学校教育・社会教育担当主査）
　教育委員会学校教育・社会教育担当主査 神田　浩徳（基盤整備課建設担当主査）
　基盤整備課農林担当主査 白木　光成（　〃　主任）【昇格】
　高山消防署派遣主査 手塚　正太（　〃　主任）【昇格】

〈主任級〉
　基盤整備課建設担当主任 半田　　旭（総務課行政担当主任）
　総務課行政担当主任 小倉　和彦（会計室・財政課主任）
　観光振興課観光担当主任 伴場　淳人（　〃　主事）【昇格】
　村民課診療所主任 大田　知佳（　〃　主事）【昇格】
　高山消防署派遣主任 田中　裕也（　〃　主事）【昇格】

〈新　採〉
　基盤整備課建設担当主査 西　　賢次
　村民課健康福祉担当主査 髙島　綾子
　会計室・財政課主事 熊谷　八重
　村民課健康福祉担当主事 奥野　真夕
　高山消防署派遣主事 小瀬　智寛

〈退　職〉
　村民課 田川　　薫
　村民課 吉山　千帆

白川村職員人事異動
（※異動・昇格は4月1日、退職は3月31日付）

（　）は前職令和４年４月１日
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消
防
署
だ
よ
り

令
和
四
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

『
お
出
か
け
は

　

  

マ
ス
ク
戸
締
り  
火
の
用
心
』

　
　
火
事
・
救
急
・
救
助
は
119
番
へ
！！

  

【
３
月
中
の
火
災
・
救
急
・
救
助
】　
火
災
０
件
　
救
急
６
件
　
救
助
０
件
　

火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す

　白
川
村
で
は
四
月
三
日
（
日
）
か
ら
四
月

九
日
（
土
）
の
一
週
間
、
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
湿
度
・
風
速
等
の
状

況
に
よ
り
、一
定
の
危
険
度
に
達
す
る
と「
火

災
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。「
火
災
警
報
」

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
山
林
又
は
原
野
に

お
け
る
火
入
れ
や
喫
煙
を
は
じ
め
、
屋
外
で

の
火
の
取
り
扱
い
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
野
焼
き
な

ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
途
中
で
も
速
や

か
に
消
火
を
お
願
い
し
ま
す
。

　わ
ず
か
な
火
の
気
で

も
、
大
き
な
火
災
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

[ 

問
合
せ
先 ] 

白
川
出
張
所 

☎
六
ー
二
〇
九
九

　職
員
紹
介

　
四
月
一
日
よ
り
、

人
事
異
動
に
伴
い
５

名
の
新
し
い
職
員
が

配
属
と
な
り
ま
し

た
。

　
美
し
い
風
土
、
支

え
あ
う
暮
ら
し
、
心

の
ふ
る
さ
と
「
世
界

遺
産
白
川
郷
」
で
勤

務
で
き
る
こ
と
を
誇

り
に
感
じ
る
と
と
も

に
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
村
民
及
び
白
川
郷

を
訪
れ
る
観
光
客
の

皆
様
の
「
安
心
・
安

全
」
を
守
る
た
め
、

精
一
杯
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令和4年度 白川村消防辞令交付式令和4年度 白川村消防辞令交付式
４月１日（金）鳩谷体育館において、白川村消防団の辞令交付式が行われました。辞令内容は次のとおりです。

退団辞令
 小 坂　秀 昭（団長）
 東 屋　　 淳（本部分団長）
 土 橋　　 崇（大郷分団分団長）
 大 澤　珠 生（本部副分団長）
 齋 藤　秀 樹（中部分団部長）
 沢 田　康 仁（大郷分団部長）
 和 田　典 勝（中部分団部長）
 阿 武　悦 司（大郷分団部長）

入団辞令
　大郷分団 堀 田　光 毅（小白川）
　大郷分団 飯 波　優 平（小白川）

進級辞令
　団　長 下 方　健 弘（副団長）
　副団長 大 松　勝 已（南部分団長）
　南部分団分団長 山 越　昌 徳（同副分団長）
　大郷分団分団長 成 原　　 豊（同副分団長）
　本部分団長 尾 﨑　達 也（同副分団長）
　本部副分団長 堅 田　瑞 穂（同部長）

　本部副分団長 鈴 木　　 翔（同部長）
　南部分団副分団長 石 田　　 翼（同部長）
　大郷分団副分団長 東 　　夏 輝（同部長）
　中部分団部長 上 手　陽 介（同班長）
　中部分団部長 滝 　　愉 鶴（同班長）
　大郷分団部長 新 谷　彰 吾（同班長）
　大郷分団部長 白 木　久 司（同班長）
　大郷分団部長 森井 啓一郎（同班長）
　中部分団班長 牧 山　　 武（同団員）
　大郷分団班長 田 中　　 翔（同団員）
　大郷分団班長 宮 𦚰　充 司（同団員）
　中部分団班長 田 島　雅 文（同団員）
　大郷分団班長 下 方　基 樹（同団員）

異動辞令
　教育班分団長 田 口　貴 之（本部分団長）

任命辞令
　操法指導員 田 口　貴 之（教育班分団長）
　教育班 新 谷　彰 吾（大郷分団部長）
　教育班 高 畠　宏 彰（本部部長）

（　）は前階級、敬称略

山越　和典（56歳）
消防司令補（主査）
前任地　上宝分署

ヤマコシ　　カズノリ

大塚　清輝（44歳）
消防司令補（主査）
前任地　高山消防署

オオツカ　　キヨテル

鈴木　建一（55歳）
消防司令補（主査）
前任地　荘川出張所

スズ　キ　　　ケンイチ

杉垣　聖海（20歳）
消防士（主事補）
前任地　丹生川出張所

スギガキ　　マサウミ

萩田　隆男（45歳）
消防司令補（主査）
前任地　荘川出張所

ハギ　タ　　　タカ　オ

　昨年度から開始した村内指定文化財説明案内板の設置が今年度完了しまし
た。昨年度の14ヶ所の設置に続き、今年度は村指定史跡荻町城跡等15カ所
を「令和３年度岐阜県清流の国ぎふ推進補助金」を活用して設置し全29箇
所の設置が完了しました。
　現在村内には36件の指定文化財（不動産文化財のみの件数）があります
が、いままで文化財を訪れてもその史実由来が分からず、文化財の本当の魅
力が伝わらない状況でした。設置した説明案内板では、現地でその文化財の
概要を知ることができ、更に詳しい内容を知りたい場合は案内板にあるQRコードを
スマートフォン等で読み込むと専用ホームページで詳しい説明を見ることができま
す。さらに、専用ホームページは多言語対応していますので、外国人観光客の皆さん
にも内容を理解いただくことができるようになっています。
　そろそろ気候も暖かくなってきてウォーキング、ジョギング季節の到来です。ぜひ
各文化財を巡って村の歴史に触れていただければと思います。
※本事業は令和３年度に岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けて整備したものです。

荻町城跡案内板設置状況

指定文化財の説明案内板の
設置が完了しました

　この度異動することとな
りました大西と申します。
　2年間という短い期間で
はございますが、白川、平
瀬診療所所長として勤務さ
せていただきました。4月
からは関市にあります中濃
厚生病院で研修を行う予定
です。
　コロナ禍の中、なんとか
日々の診療を行うことがで

きたのは白川村の皆さまに様々なご協力をいただけたおかげで
す。この場を借りて感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。

大西先生
ありがとうございました

校　　長　大坪　　稔（飛騨教育事務所）
教　　頭　木下　広雄（高山市立丹生川中学校）
教　　諭　小林　雅士（高山市立中山中学校）
　　〃　　　橋田　　怜（下呂市立萩原小学校）
　　〃　　　稲葉恵弥子（高山市立山王小学校）
　　〃　　　杉澤　美紀（郡上市立高鷲中学校）
　　〃　　　早川　雅輝（北方町立北方小学校）
養護教諭　野島　友紀（高山市立松倉中学校）
事務職員　谷倉　友美（高山市立北小学校）

校　　長　大坪　辰也（白川村立白川郷学園）
副 校 長　曽出　昌宏（飛騨教育事務所）
教　　頭　折敷地浩平（飛騨特別支援学校）
教　　諭　長谷　顕信（高山市立清見小学校）
　　〃　　　田中　宏幸（高山市立久々野中学校）
　　〃　　　為永　克司（飛騨市立神岡小学校）
　　〃　　　野道　裕之（飛騨市立古川中学校）
　　〃　　　渡邊　郁美（関市立倉知小学校）
　　〃　　　杉﨑　希望（関市立博愛小学校）
養護教諭　水野　礼菜（飛騨市立河合小学校）
事務職員　森　　武志（高山市立日枝中学校）
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鳩ヶ谷駐在所　髙井　和貴　警部補
関警察署刑事課
岐阜県加茂郡東白川村
旅行、ドライブ
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令和4年度 白川村消防辞令交付式令和4年度 白川村消防辞令交付式
４月１日（金）鳩谷体育館において、白川村消防団の辞令交付式が行われました。辞令内容は次のとおりです。

退団辞令
 小 坂　秀 昭（団長）
 東 屋　　 淳（本部分団長）
 土 橋　　 崇（大郷分団分団長）
 大 澤　珠 生（本部副分団長）
 齋 藤　秀 樹（中部分団部長）
 沢 田　康 仁（大郷分団部長）
 和 田　典 勝（中部分団部長）
 阿 武　悦 司（大郷分団部長）

入団辞令
　大郷分団 堀 田　光 毅（小白川）
　大郷分団 飯 波　優 平（小白川）

進級辞令
　団　長 下 方　健 弘（副団長）
　副団長 大 松　勝 已（南部分団長）
　南部分団分団長 山 越　昌 徳（同副分団長）
　大郷分団分団長 成 原　　 豊（同副分団長）
　本部分団長 尾 﨑　達 也（同副分団長）
　本部副分団長 堅 田　瑞 穂（同部長）

　本部副分団長 鈴 木　　 翔（同部長）
　南部分団副分団長 石 田　　 翼（同部長）
　大郷分団副分団長 東 　　夏 輝（同部長）
　中部分団部長 上 手　陽 介（同班長）
　中部分団部長 滝 　　愉 鶴（同班長）
　大郷分団部長 新 谷　彰 吾（同班長）
　大郷分団部長 白 木　久 司（同班長）
　大郷分団部長 森井 啓一郎（同班長）
　中部分団班長 牧 山　　 武（同団員）
　大郷分団班長 田 中　　 翔（同団員）
　大郷分団班長 宮 𦚰　充 司（同団員）
　中部分団班長 田 島　雅 文（同団員）
　大郷分団班長 下 方　基 樹（同団員）

異動辞令
　教育班分団長 田 口　貴 之（本部分団長）

任命辞令
　操法指導員 田 口　貴 之（教育班分団長）
　教育班 新 谷　彰 吾（大郷分団部長）
　教育班 高 畠　宏 彰（本部部長）

（　）は前階級、敬称略

山越　和典（56歳）
消防司令補（主査）
前任地　上宝分署

ヤマコシ　　カズノリ

大塚　清輝（44歳）
消防司令補（主査）
前任地　高山消防署

オオツカ　　キヨテル

鈴木　建一（55歳）
消防司令補（主査）
前任地　荘川出張所

スズ　キ　　　ケンイチ

杉垣　聖海（20歳）
消防士（主事補）
前任地　丹生川出張所

スギガキ　　マサウミ

萩田　隆男（45歳）
消防司令補（主査）
前任地　荘川出張所

ハギ　タ　　　タカ　オ

　昨年度から開始した村内指定文化財説明案内板の設置が今年度完了しまし
た。昨年度の14ヶ所の設置に続き、今年度は村指定史跡荻町城跡等15カ所
を「令和３年度岐阜県清流の国ぎふ推進補助金」を活用して設置し全29箇
所の設置が完了しました。
　現在村内には36件の指定文化財（不動産文化財のみの件数）があります
が、いままで文化財を訪れてもその史実由来が分からず、文化財の本当の魅
力が伝わらない状況でした。設置した説明案内板では、現地でその文化財の
概要を知ることができ、更に詳しい内容を知りたい場合は案内板にあるQRコードを
スマートフォン等で読み込むと専用ホームページで詳しい説明を見ることができま
す。さらに、専用ホームページは多言語対応していますので、外国人観光客の皆さん
にも内容を理解いただくことができるようになっています。
　そろそろ気候も暖かくなってきてウォーキング、ジョギング季節の到来です。ぜひ
各文化財を巡って村の歴史に触れていただければと思います。
※本事業は令和３年度に岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けて整備したものです。

荻町城跡案内板設置状況

指定文化財の説明案内板の
設置が完了しました

　この度異動することとな
りました大西と申します。
　2年間という短い期間で
はございますが、白川、平
瀬診療所所長として勤務さ
せていただきました。4月
からは関市にあります中濃
厚生病院で研修を行う予定
です。
　コロナ禍の中、なんとか
日々の診療を行うことがで

きたのは白川村の皆さまに様々なご協力をいただけたおかげで
す。この場を借りて感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。

大西先生
ありがとうございました

校　　長　大坪　　稔（飛騨教育事務所）
教　　頭　木下　広雄（高山市立丹生川中学校）
教　　諭　小林　雅士（高山市立中山中学校）
　　〃　　　橋田　　怜（下呂市立萩原小学校）
　　〃　　　稲葉恵弥子（高山市立山王小学校）
　　〃　　　杉澤　美紀（郡上市立高鷲中学校）
　　〃　　　早川　雅輝（北方町立北方小学校）
養護教諭　野島　友紀（高山市立松倉中学校）
事務職員　谷倉　友美（高山市立北小学校）

校　　長　大坪　辰也（白川村立白川郷学園）
副 校 長　曽出　昌宏（飛騨教育事務所）
教　　頭　折敷地浩平（飛騨特別支援学校）
教　　諭　長谷　顕信（高山市立清見小学校）
　　〃　　　田中　宏幸（高山市立久々野中学校）
　　〃　　　為永　克司（飛騨市立神岡小学校）
　　〃　　　野道　裕之（飛騨市立古川中学校）
　　〃　　　渡邊　郁美（関市立倉知小学校）
　　〃　　　杉﨑　希望（関市立博愛小学校）
養護教諭　水野　礼菜（飛騨市立河合小学校）
事務職員　森　　武志（高山市立日枝中学校）
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話になりました よろしくお願いします
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鳩ヶ谷駐在所　髙井　和貴　警部補
関警察署刑事課
岐阜県加茂郡東白川村
旅行、ドライブ
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　白川村で農場経営をされている有限会社吉
野ジーピーファームが先進的な農業に取り組
み、地域社会の発展に尽力した組織や個人を
称える「日本農業賞」の個別経営の部で最高
賞の大賞を受賞されました。
　日本農業賞とは、日本放送協会、全国農業
協同組合中央会と都道府県農業協同組合中央
会が主催する、日本農業の確立を目指して、
意欲的に経営や技術の改善に取り組み、地域
社会の発展にも貢献している農業者と営農集
団や、食や農の担い手として先進的な取り組
みをしている個人・集団組織を表彰するもの
です。選考の経過としては昨年10月に各都
道府県の代表選考審査が行われ、個別経営の部の岐阜県代表として選出されており、11月で全国の書
類審査を通過し、12月の現地調査を含めた2次審査を通過され、本年1月の最終審査の結果個別経営の
部の最高位となる大賞を受賞されました。
　有限会社吉野ジーピーファームは安心安全な豚を育てるため、外部からのウイルスや病原体が入り
込まないよう農場衛生対策を徹底し、抗生物質などを使わない「完全無薬化」を実践されている日本
でも例の少ない養豚農家であり、種豚の生産から肉豚の出荷までを一貫して手掛ける農場経営をされ
ております。また、うまさを追求するため、日本国内で主流な「三元豚」に、脂に甘みがある「梅山
豚（メイシャントン）」、筋繊維が細かく良い肉質である「黒豚」をさらに掛け合わせることで五元
豚を生産し、それぞれの地域と協力して各農場で銘柄豚『結旨豚』『飛騨旨豚』『栗旨豚』を創出
し、各地域の特産品として販売されるなど地域活性化にも貢献されていることなどが高く評価されま
した。
　令和4年2月27日に表彰式がオンラインで開催され、JAひだ本店にて授賞式及び記念式典が開催さ
れました。表彰式には社長の吉野毅氏と専務取締役の聡子氏のほか、成原村長を含め県下関係者が参

加しました。白川村内においても企業誘致
の一つとして、令和2年から操業をしてい
る白川農場は、これまでの吉野ジーピー
ファームのノウハウを凝縮した施設で、徹
底した衛生管理のもと、安全で美味しい
『結旨豚』を生産・出荷しております。今
後も更なる美味しさの追求から国内外に誇
れる銘柄豚になることに期待をしつつ、地
域耕種農業との連携「耕畜連携」を進めな
がらより良い特産品・ブランド豚を共に創
り上げていきたいと思います。この度の受
賞おめでとうございます！

第５１回日本農業賞大賞を
有限会社吉野ジーピーファームが受賞されました

　１月21日から岐阜県に適用されておりました「まん延防止等重点措置」は、新規陽性者数及び病床使
用率などが国の解除基準を満たしていることから、3月21日をもって解除されました。村では、村民皆様
の感染対策の徹底により最小限に抑えられており、これまでのところ感染拡大には至っておりません。
　一方で、全国的な感染拡大を受け、村においてもワクチン接種を推奨し、３月17日までに18歳以上の
すべての希望者に３回目ワクチン接種を完了しました。今回は村民のワクチン接種状況についてお知らせ
します。

　岐阜県では、里親制度の推進に取り組んでいます。
　「里親」とは、様々な事情で家庭で育つことができなく
なった子どもを自分たちの家庭に迎え入れ、あたたかい愛
情と正しい理解を持って養育してくださる人のこと。
　「里親制度」は、児童福祉法に基づいて、里親家庭のも
とでの養育を子どもたちに提供する制度です。里親になる
には、所定の研修の受講など一定の要件があります。

　子どもは、地域の支えがあれ
ば、慣れ親しんだ地域で生活する
ことができます。全ての学校区に
里親がいることを目指して、飛騨
地域で里親になってくださる方を
求めています。
　里親制度に関心を持っていただ
ける方は、右記の里親相談会（個
別相談）へご参加ください。

新型コロナウイルスワクチン接種状況（3/31現在）

※高齢者は65歳以上を対象、一般は64歳から12歳を対象。（3回目接種の対象は18歳以上のため、分母から控除してあります。）

  　　　　　　 １回目  　　　　　　 ２回目  　　　　　　 ３回目

  接種数 接種率 接種数 接種率 接種数 接種率

 高齢者 488/504 96.8％ 487/504 96.6％ 476/487 97.7％

 一　般 794/872 91.1％ 794/872 91.1％ 639/732 87.3％

 全　体 1282/1376 93.2％ 1281/1376 93.1％ 1115/1219 91.5％

新型コロナウイルス感染症
　　　　ワクチン接種状況について

地域で子どもを育てる「里親制度」

問合先：岐阜県飛騨子ども相談センター（児童相談所）　TEL 0577-32-0594

＜開催期間＞
　令和4年4月25日（月）～28日（木）
　＊個別に事前申し込み時に時間を決定
＜申込方法＞
　飛騨子ども相談センターまで
　電話でお問合せください。
＜申込期限＞
　令和4年4月20日（水）
＜会　場＞
　白川村役場
＜その他＞
　　令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響
から実施を見合わせておりました「ボランティア
里親募集」は事業終了となりました。今後は、里
親制度の推進のご協力をお願いします。

～ 里親相談会のお知らせ ～
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　村では移住・定住促進を目的に村外通勤者の通勤費、民間賃貸住宅の入居費用等を助成してきました。
この度定年の延長、職種及び勤務体系の多様化など、社会情勢の大きな変化に伴い、現行の要綱の見直し
が必要と考え内容を一部改正しました。

◎通勤就職者助成金
①助成金の交付額の変更
「月額上限2万円を交付」から以下に変更

　※有給・祝日等は通勤したものとします。
　※以前に当該助成金を受給していた者は10年からその受給年数を引いた期間を交付期間とします。
　例：既存で３年間当該助成金を受給していた者は改正後、交付期間が７年間となります。

②助成対象者の変更
　・40歳以上の年齢制限が撤廃となります。
　・就労先の事業所から支払われる通勤手当に「高速道路料金」が含まれている者は当該助成金の
　　交付対象外となります。

◎民間賃貸住宅居住助成金
①助成金の種類の追加
　既存の礼金補助に加えて月の賃借料を助成する家賃補助を追加

②助成対象者の追加
　・村外から移住してきた者で住民登録をした日から2年を経過していない方
　・入居費用（礼金）助成金については礼金の支払いを行った方
　・賃貸賃借料（家賃）助成金については就職先の住宅手当が28,000円以内の方
　・今後村内で定住する意思のある方

③助成金の額、期間等の変更・追加
　・入居費用（礼金）助成金：上限4万円を撤廃し、礼金相当額を交付する。
　・賃貸賃借料（家賃）助成金：賃貸住宅の1か月分の家賃から4万円を差し引いた額の2分の１とし、
　　　　　　　　　　　　　　　10年間交付する。但し、所得額に応じて上限有り。

※民間賃貸住宅居住者助成金に関しましては村が指定する民間賃貸住宅のみ対象となります。

　村では、移住・定住人口の増加や地域の活性化及び地域力の向上・地域資源を活用し優れたモノづくり
等への支援策として、下記の補助制度を設けています。村民の皆様が有効にご活用いただけるよう実施い
たしますので是非ご活用ください。
　ご不明な点等ございましたら、白川村観光振興課（05769‐6‐1311）までお問合せください。

補助金名（申し込み期日）

通勤就職者助成金
（事前相談・随時受付）
　令和4年度改正

空き家再生活用事業補助金
（事前相談・随時受付）

地域ブランド開発支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）

起業者支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）
　※申し込み前に早めに
　　ご相談ください。

民間賃貸住宅居住者助成事業
（随時受付）
　令和4年度改正

村づくり活動支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）

おもてなし国際化補助金
（随時受付）

白川老朽危険家屋等除却支援事業
（事前相談・随時受付）

対象及び補助内容

　村内に住所をおき、村外に通年にわたり安定的に雇用され社会通念上月
の就業すべき日数勤務し、通勤就労している方に対し通勤費を助成しま
す。（但し、自宅から就業先までの距離が一般道で片道40km以上の方が
対象）
助成額
①1年を通して所定の通勤日数が原則週5日以上の者：20,000円
②1年を通して所定の通勤日数が原則週4日の者：15,000円
③1年を通して所定の通勤日数が原則週3日の者：10,000円

①改修費助成　改修費の１/２　上限300万円
②購入費助成　購入費の１/３　上限100万円
③賃借費助成　賃借料の１/３　上限15千円／月（最長36カ月）

特産品の開発、サービスの構築など、村民が抱いている地域ブランドづく
りの実現に向けた調査・研究・開発に係る経費の一部を補助します。
①補助率100％（上限50万円）
②原則、年間１団体もしくは個人

特産品の製造・販売・飲食及びサービス等を行う施設、または、村民のた
めに利便性があり、より豊かな生活環境を提供する施設等の整備に係る経
費の一部を補助します。
①補助率100％（上限300万円）
②原則、年間１団体もしくは個人

村の定住人口の増加を図るため、村が指定する民間賃貸住宅（現在はド
ミール白川のみ）に新たに居住する方に対し、予算の範囲内において民間
賃貸住宅居住助成金を交付します。
助成額
①民間賃貸入居費用助成金：礼金相当額を1回のみ補助
②民間賃貸賃借料助成金：入居する賃貸住宅の1か月分の家賃から40,000
円を差し引いた額の2分の1以内の額。（但し所得額に応じて限度額有。）

白川村に住所を有する村民で構成される３人以上の有志の団体であり、村
づくり又は地域づくりのための活動を行う団体が創意と工夫にあふれた自
主的・主体的な活動に対して、予算の範囲内において補助金を交付しま
す。また、補助対象となる活動事業は、村及び村関係機関から他の補助金
等の助成を受けていない活動を対象とします。
補助率１/２以内（上限50万円）

観光施設を経営されている方々の外国人を受け入れるために国際化の促進
に資する事業に対して補助金を交付します。
①対象：村内個人事業主、任意団体
②（個　　人）３分の２以内で上限10万円
　（任意団体）３分の２以内で上限20万円
※同一申請者の補助金交付は年度内に一回のみの申請となりますので、
　ご注意ください。

村の景観保全・及び村民の安全確保のため、該当する物件の除却に掛かっ
た経費の2分の1で上限100万円までの補助を行う。
（老朽危険空家と認定された物件のみ対象）

通勤就職者助成金と民間賃貸助成金の
 助成内容が改正になりました！！

地域活性化と定住促進に係る各種補助金について

〇問い合わせ先
　観光振興課産業振興係　TEL：05769-6-1311

　　　　　　　　　　　　　　 通勤日数 交付額 交付期間

１年を通して所定の通勤日数が原則週5日以上の者（年間217日以上） 20,000円 

１年を通して所定の通勤日数が原則週4日の者（年間169日～216日） 15,000円 10年間

１年を通して所定の通勤日数が原則週3日の者（年間121日～168日） 10,000円 
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　村では移住・定住促進を目的に村外通勤者の通勤費、民間賃貸住宅の入居費用等を助成してきました。
この度定年の延長、職種及び勤務体系の多様化など、社会情勢の大きな変化に伴い、現行の要綱の見直し
が必要と考え内容を一部改正しました。

◎通勤就職者助成金
①助成金の交付額の変更
「月額上限2万円を交付」から以下に変更

　※有給・祝日等は通勤したものとします。
　※以前に当該助成金を受給していた者は10年からその受給年数を引いた期間を交付期間とします。
　例：既存で３年間当該助成金を受給していた者は改正後、交付期間が７年間となります。

②助成対象者の変更
　・40歳以上の年齢制限が撤廃となります。
　・就労先の事業所から支払われる通勤手当に「高速道路料金」が含まれている者は当該助成金の
　　交付対象外となります。

◎民間賃貸住宅居住助成金
①助成金の種類の追加
　既存の礼金補助に加えて月の賃借料を助成する家賃補助を追加

②助成対象者の追加
　・村外から移住してきた者で住民登録をした日から2年を経過していない方
　・入居費用（礼金）助成金については礼金の支払いを行った方
　・賃貸賃借料（家賃）助成金については就職先の住宅手当が28,000円以内の方
　・今後村内で定住する意思のある方

③助成金の額、期間等の変更・追加
　・入居費用（礼金）助成金：上限4万円を撤廃し、礼金相当額を交付する。
　・賃貸賃借料（家賃）助成金：賃貸住宅の1か月分の家賃から4万円を差し引いた額の2分の１とし、
　　　　　　　　　　　　　　　10年間交付する。但し、所得額に応じて上限有り。

※民間賃貸住宅居住者助成金に関しましては村が指定する民間賃貸住宅のみ対象となります。

　村では、移住・定住人口の増加や地域の活性化及び地域力の向上・地域資源を活用し優れたモノづくり
等への支援策として、下記の補助制度を設けています。村民の皆様が有効にご活用いただけるよう実施い
たしますので是非ご活用ください。
　ご不明な点等ございましたら、白川村観光振興課（05769‐6‐1311）までお問合せください。

補助金名（申し込み期日）

通勤就職者助成金
（事前相談・随時受付）
　令和4年度改正

空き家再生活用事業補助金
（事前相談・随時受付）

地域ブランド開発支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）

起業者支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）
　※申し込み前に早めに
　　ご相談ください。

民間賃貸住宅居住者助成事業
（随時受付）
　令和4年度改正

村づくり活動支援事業補助金
（申し込みは9月30日まで）

おもてなし国際化補助金
（随時受付）

白川老朽危険家屋等除却支援事業
（事前相談・随時受付）

対象及び補助内容

　村内に住所をおき、村外に通年にわたり安定的に雇用され社会通念上月
の就業すべき日数勤務し、通勤就労している方に対し通勤費を助成しま
す。（但し、自宅から就業先までの距離が一般道で片道40km以上の方が
対象）
助成額
①1年を通して所定の通勤日数が原則週5日以上の者：20,000円
②1年を通して所定の通勤日数が原則週4日の者：15,000円
③1年を通して所定の通勤日数が原則週3日の者：10,000円

①改修費助成　改修費の１/２　上限300万円
②購入費助成　購入費の１/３　上限100万円
③賃借費助成　賃借料の１/３　上限15千円／月（最長36カ月）

特産品の開発、サービスの構築など、村民が抱いている地域ブランドづく
りの実現に向けた調査・研究・開発に係る経費の一部を補助します。
①補助率100％（上限50万円）
②原則、年間１団体もしくは個人

特産品の製造・販売・飲食及びサービス等を行う施設、または、村民のた
めに利便性があり、より豊かな生活環境を提供する施設等の整備に係る経
費の一部を補助します。
①補助率100％（上限300万円）
②原則、年間１団体もしくは個人

村の定住人口の増加を図るため、村が指定する民間賃貸住宅（現在はド
ミール白川のみ）に新たに居住する方に対し、予算の範囲内において民間
賃貸住宅居住助成金を交付します。
助成額
①民間賃貸入居費用助成金：礼金相当額を1回のみ補助
②民間賃貸賃借料助成金：入居する賃貸住宅の1か月分の家賃から40,000
円を差し引いた額の2分の1以内の額。（但し所得額に応じて限度額有。）

白川村に住所を有する村民で構成される３人以上の有志の団体であり、村
づくり又は地域づくりのための活動を行う団体が創意と工夫にあふれた自
主的・主体的な活動に対して、予算の範囲内において補助金を交付しま
す。また、補助対象となる活動事業は、村及び村関係機関から他の補助金
等の助成を受けていない活動を対象とします。
補助率１/２以内（上限50万円）

観光施設を経営されている方々の外国人を受け入れるために国際化の促進
に資する事業に対して補助金を交付します。
①対象：村内個人事業主、任意団体
②（個　　人）３分の２以内で上限10万円
　（任意団体）３分の２以内で上限20万円
※同一申請者の補助金交付は年度内に一回のみの申請となりますので、
　ご注意ください。

村の景観保全・及び村民の安全確保のため、該当する物件の除却に掛かっ
た経費の2分の1で上限100万円までの補助を行う。
（老朽危険空家と認定された物件のみ対象）

通勤就職者助成金と民間賃貸助成金の
 助成内容が改正になりました！！

地域活性化と定住促進に係る各種補助金について

〇問い合わせ先
　観光振興課産業振興係　TEL：05769-6-1311

　　　　　　　　　　　　　　 通勤日数 交付額 交付期間

１年を通して所定の通勤日数が原則週5日以上の者（年間217日以上） 20,000円 

１年を通して所定の通勤日数が原則週4日の者（年間169日～216日） 15,000円 10年間

１年を通して所定の通勤日数が原則週3日の者（年間121日～168日） 10,000円 
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令和３年度の「移住」「空き家」を振り返る

[ 問合せ先 ] 観光振興課 ☎６-1311

　移住希望者や住居を探している村民からの問い合わせ件数や現地案内件数、体験住宅利用者数は増加していますが、それが直
接移住に繋がっていないのが現状です。これは（※）案内できる住宅が不足していることが大きな要因であり、同窓口では設立
当初から空き家調査に力を入れていますが、見ず知らずの人に貸すことに抵抗がある、仏壇や荷物が残っている等の理由から、
空き家は存在していても活用が進まないことが少なくありません。
　一方で物件オーナー様の中には、空き家を売りたい、貸したい、できれば解体はしたくないとお話くださる方がいらっしゃる
ことも事実で、その中で同窓口が対応させていただいた5件の空き家の活用が決まりました。オーナー様にも大変喜んでいただ
き、この仕事に対して改めてやりがいを感じました。
　空き家は状態が良いほど買い手や借り手が見つかりやすい傾向があります。管理が難しくなり放置されると家は傷み改修が必
要になってきますので、管理できているうちにご相談や情報提供いただけることが空き家活用への近道です。また、オーナー様
も驚かれることが多いのですが、住宅を探しているのは移住希望者だけではなく村民の中にもいらっしゃいます。空き家をどう
したらいいか悩まれている方は、一度ご相談いただけましたら、オーナー様のご希望に寄り添い共に活用に向けて考えていくこ
ともできますので、是非お気軽にご連絡いただけたらと思います。

補聴器購入補助について
　聴力機能の低下により日
常生活に支障をきたしてい
る高齢者のコミュニケー
ション手段を確保し、積極
的な社会参加を促すことに
より認知症やうつ病、ひき
こもりの予防を目的として
補聴器の購入に要する費用
を右記のとおり補助しま
す。
　尚、令和４年４月１日以
降に補聴器を購入した方が
対象となります。

白川村感染症拡大防止対策支援補助金が変更となります
　村内事業者の皆様の感染症対策をサポートする「白川村感染症拡大防止対策支援補助金」につきまして、過去２年
間の利用状況から、補助金の上限額等を４月から変更致します。
　特に電化製品などの備品購入、施設の改修工事などを検討される場合は、必ず事前に観光振興課までご相談ください。

 補助対象者 補助率 補助上限額
 村内で現に事業を営む法人及び個人事業主 3分の1 前期分３万円まで／後期分３万円まで

　白川村移住交流窓口を設立して2年が経過し、「移住」「空き家」に関する問い合わせや相談も徐々に増えてきています。今
回は令和3年度の実績と業務を行う中で感じたことをお伝えします。

[ 連絡先 ] 白川村移住交流窓口　☎福田麻衣子：090-8138-8665　☎柴原　孝治：080-5591-7114
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：shirakawa-go-iju@vill.shirakawa.lg.jp

観光動画素材作成事業  白川村写真貸出の動画版が完成！

　白川村の四季、豊かな自然、ドローンからの空撮、食、体験
といった様々な動画素材を作成しました。白川村役場公式
YouTubeにて随時公開いたします。こちらは、誰でも無料で利
用できる動画素材として提供する予定です。
　詳しくは観光振興課（6-1311）までお問い合わせください。

令和３年度

岐阜県清流の国
ぎふ推進補助金
実績報告

【子供の日限定村民特別料金】
 人　　数 コース 　　　　　　 村民特別料金（税込）
 2名様 6分   26,000円　→　13,000円(1名様当り6,500円)
  12分   50,000円　→　25,000円(1名様当り12,500円)
 3名様 6分   33,000円　→　16,500円(1名様当り5,500円)
  12分   60,000円　→　30,000円(1名様当り10,000円)
 1～３名様 例）24分 100,000円　→　50,000円

白川村民の皆様は通常料金の20％OFFで体験して頂けます。

ヘリクルージング
のお知らせ

GWヘリクルージング
のお知らせ

GW
南部地域活性化企業連携事業

予約フォームはこちら【料　　金】

※5歳以下のお子様は無料
※お支払方法は、現金・クレ
ジットカード・電子マネー 
いずれもご利用になれます。

 人　　数 コース 　　　　　　 村民特別料金（税込）
 ２名様 6分   26,000円　→　20,800円 （1名様当り10,400円）
  12分   50,000円　→　40,000円 （1名様当り20,000円）
 ３名様 6分   33,000円　→　26,400円 （1名様当り8,800円）
  12分   60,000円　→　48,000円 （1名様当り16,000円）

【注意事項】
・予約状況によっては、ご希
望の体験時間にご予約でき
ない場合があります。
・悪天候の場合は中止になる
場合があります。

【ご予約・お問い合わせ先】
090-6517-3304
 （一般社団法人S.I.Net会）

注）膝抱っこできるお子様と来られる場合は、大人2～3名様でお越しください。
　　膝抱っこされる場合、お子様の座席料金は頂きません。
※5月5日が天候不良で欠航の場合は7日(土)もしくは8日(日)に変更させていただきます。

【日　　程】2022年4月29日（金・祝）～5月8日（日）
【時　　間】 9：00～16：00（15：30受付終了）
【ヘリ離発着場】旧白弓スキー場
【遊覧コース案内】6分 エコノミー御母衣ダム周遊体験コース
　　　　　　　　 12分 スタンダード御母衣ダム・白水の滝絶景コース
【チャーター】例）24分　スペシャル白山周遊特別コース
子供の日限定特別企画を行います！
5月5日の子供の日　12才以下のお子様連れの村民様限定で50％割引きさせて頂きます！

【チャーター】

【チャーター】 1～３名様 例）24分 100,000円　→　80,000円

 令和2年度  令和3年度
空き家に関する相談・ヒアリング 12件 → 12件
活用 2件 → 5件
空き家バンク掲載 5件（新規開設） → 1件（※）

 令和2年度  令和3年度
問い合わせ（電話やメールでのやり取り） 39件 → 46件
上記のうち現地案内（村民含む） 13組 → 18組
体験住宅利用者 5組（10人） → 10組（12人）
移住（転入届提出した人） 2組（3人） → 5組（5人）

移住や空き家に関する移住希望者からの問い合わせ対応状況［令和4年3月20日現在］ 空き家の調査と（同窓口を介した）オーナーへの対応状況［令和4年3月20日現在］

前期分　  4/1～9/30までに支払われた経費で 1/3補助（上限3万円）（9/30までに申請してください）
後期分　10/1～3/31までに支払われた経費で 1/3補助（上限3万円）（3/31までに申請してください）
※前期分と後期分はそれぞれ分けた申請となります。前期分と後期分をまとめて年１回に６万円（上限）の申請はできませんのでご注意ください

年２回の申請額が変更となります

団体の申請が廃止となります
各事業者個々の申請と団体の申請内容が変わらなくなってきたため、他の事業者との公平性を鑑み、団体での
申請を廃止し、各事業者のみの申請に一本化致します。

補助対象経費
感染症対策や業務改善に繋がる取組として支払った以下の経費。
⑴消 耗 品 費：マスク、消毒液、ゴム手袋、手洗い用洗剤等の衛生上必要な消耗品を購入する経費
⑵備品購入費：アクリル又は透明ビニルの仕切り板又はカーテン、非接触型体温計、空気清浄機等を購入する経費
　　　　　　　※同種の備品補助（電化製品）は１事業者１台までと致します。
⑶改修工事費：パーテーション設置、換気設備設置、その他感染予防対策を実施するために必要な施設の改修に係る経費
⑷そ　の　他：施設の感染予防対策に必要と認められる経費

店舗の名称 住所 電話番号
補聴器の高原 高山市花里町5-14 0577-32-1484
高山補聴器センター 高山市本町2-12 0577-32-0567
平川補聴器センター 高山市本母町342-3 0577-35-4133
理研産業補聴器センター砺波店 砺波市栄町603 0763-32-6922

上記以外については、村民課（☎６－１３１１）までお問合せください。

【認定補聴器専門店】

対 象 者 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴の高齢者で購入時に満65歳以上の者
聴力レベル 両耳の聴力が40デシベル以上
対象機器 認定補聴器専門店で購入したものに限る（下記参照）
補助金額 購入費が10万円以上の場合　50,000円
 購入費が10万円未満の場合　購入費の１／２
 （100円未満切り捨て）
補助回数 原則１回限り　ただし、聴力レベルが悪化した場合はこの限りではありません
申請方法 事前に必要書類をお渡ししますので、村民課まで連絡をください

子供の日特別企画有り！
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令和３年度の「移住」「空き家」を振り返る

[ 問合せ先 ] 観光振興課 ☎６-1311

　移住希望者や住居を探している村民からの問い合わせ件数や現地案内件数、体験住宅利用者数は増加していますが、それが直
接移住に繋がっていないのが現状です。これは（※）案内できる住宅が不足していることが大きな要因であり、同窓口では設立
当初から空き家調査に力を入れていますが、見ず知らずの人に貸すことに抵抗がある、仏壇や荷物が残っている等の理由から、
空き家は存在していても活用が進まないことが少なくありません。
　一方で物件オーナー様の中には、空き家を売りたい、貸したい、できれば解体はしたくないとお話くださる方がいらっしゃる
ことも事実で、その中で同窓口が対応させていただいた5件の空き家の活用が決まりました。オーナー様にも大変喜んでいただ
き、この仕事に対して改めてやりがいを感じました。
　空き家は状態が良いほど買い手や借り手が見つかりやすい傾向があります。管理が難しくなり放置されると家は傷み改修が必
要になってきますので、管理できているうちにご相談や情報提供いただけることが空き家活用への近道です。また、オーナー様
も驚かれることが多いのですが、住宅を探しているのは移住希望者だけではなく村民の中にもいらっしゃいます。空き家をどう
したらいいか悩まれている方は、一度ご相談いただけましたら、オーナー様のご希望に寄り添い共に活用に向けて考えていくこ
ともできますので、是非お気軽にご連絡いただけたらと思います。

補聴器購入補助について
　聴力機能の低下により日
常生活に支障をきたしてい
る高齢者のコミュニケー
ション手段を確保し、積極
的な社会参加を促すことに
より認知症やうつ病、ひき
こもりの予防を目的として
補聴器の購入に要する費用
を右記のとおり補助しま
す。
　尚、令和４年４月１日以
降に補聴器を購入した方が
対象となります。

白川村感染症拡大防止対策支援補助金が変更となります
　村内事業者の皆様の感染症対策をサポートする「白川村感染症拡大防止対策支援補助金」につきまして、過去２年
間の利用状況から、補助金の上限額等を４月から変更致します。
　特に電化製品などの備品購入、施設の改修工事などを検討される場合は、必ず事前に観光振興課までご相談ください。

 補助対象者 補助率 補助上限額
 村内で現に事業を営む法人及び個人事業主 3分の1 前期分３万円まで／後期分３万円まで

　白川村移住交流窓口を設立して2年が経過し、「移住」「空き家」に関する問い合わせや相談も徐々に増えてきています。今
回は令和3年度の実績と業務を行う中で感じたことをお伝えします。

[ 連絡先 ] 白川村移住交流窓口　☎福田麻衣子：090-8138-8665　☎柴原　孝治：080-5591-7114
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：shirakawa-go-iju@vill.shirakawa.lg.jp

観光動画素材作成事業  白川村写真貸出の動画版が完成！

　白川村の四季、豊かな自然、ドローンからの空撮、食、体験
といった様々な動画素材を作成しました。白川村役場公式
YouTubeにて随時公開いたします。こちらは、誰でも無料で利
用できる動画素材として提供する予定です。
　詳しくは観光振興課（6-1311）までお問い合わせください。

令和３年度

岐阜県清流の国
ぎふ推進補助金
実績報告

【子供の日限定村民特別料金】
 人　　数 コース 　　　　　　 村民特別料金（税込）
 2名様 6分   26,000円　→　13,000円(1名様当り6,500円)
  12分   50,000円　→　25,000円(1名様当り12,500円)
 3名様 6分   33,000円　→　16,500円(1名様当り5,500円)
  12分   60,000円　→　30,000円(1名様当り10,000円)
 1～３名様 例）24分 100,000円　→　50,000円

白川村民の皆様は通常料金の20％OFFで体験して頂けます。

ヘリクルージング
のお知らせ

GWヘリクルージング
のお知らせ

GW
南部地域活性化企業連携事業

予約フォームはこちら【料　　金】

※5歳以下のお子様は無料
※お支払方法は、現金・クレ
ジットカード・電子マネー 
いずれもご利用になれます。

 人　　数 コース 　　　　　　 村民特別料金（税込）
 ２名様 6分   26,000円　→　20,800円 （1名様当り10,400円）
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望の体験時間にご予約でき
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場合があります。
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　　膝抱っこされる場合、お子様の座席料金は頂きません。
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【ヘリ離発着場】旧白弓スキー場
【遊覧コース案内】6分 エコノミー御母衣ダム周遊体験コース
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【チャーター】例）24分　スペシャル白山周遊特別コース
子供の日限定特別企画を行います！
5月5日の子供の日　12才以下のお子様連れの村民様限定で50％割引きさせて頂きます！

【チャーター】

【チャーター】 1～３名様 例）24分 100,000円　→　80,000円

 令和2年度  令和3年度
空き家に関する相談・ヒアリング 12件 → 12件
活用 2件 → 5件
空き家バンク掲載 5件（新規開設） → 1件（※）

 令和2年度  令和3年度
問い合わせ（電話やメールでのやり取り） 39件 → 46件
上記のうち現地案内（村民含む） 13組 → 18組
体験住宅利用者 5組（10人） → 10組（12人）
移住（転入届提出した人） 2組（3人） → 5組（5人）

移住や空き家に関する移住希望者からの問い合わせ対応状況［令和4年3月20日現在］ 空き家の調査と（同窓口を介した）オーナーへの対応状況［令和4年3月20日現在］

前期分　  4/1～9/30までに支払われた経費で 1/3補助（上限3万円）（9/30までに申請してください）
後期分　10/1～3/31までに支払われた経費で 1/3補助（上限3万円）（3/31までに申請してください）
※前期分と後期分はそれぞれ分けた申請となります。前期分と後期分をまとめて年１回に６万円（上限）の申請はできませんのでご注意ください

年２回の申請額が変更となります

団体の申請が廃止となります
各事業者個々の申請と団体の申請内容が変わらなくなってきたため、他の事業者との公平性を鑑み、団体での
申請を廃止し、各事業者のみの申請に一本化致します。

補助対象経費
感染症対策や業務改善に繋がる取組として支払った以下の経費。
⑴消 耗 品 費：マスク、消毒液、ゴム手袋、手洗い用洗剤等の衛生上必要な消耗品を購入する経費
⑵備品購入費：アクリル又は透明ビニルの仕切り板又はカーテン、非接触型体温計、空気清浄機等を購入する経費
　　　　　　　※同種の備品補助（電化製品）は１事業者１台までと致します。
⑶改修工事費：パーテーション設置、換気設備設置、その他感染予防対策を実施するために必要な施設の改修に係る経費
⑷そ　の　他：施設の感染予防対策に必要と認められる経費

店舗の名称 住所 電話番号
補聴器の高原 高山市花里町5-14 0577-32-1484
高山補聴器センター 高山市本町2-12 0577-32-0567
平川補聴器センター 高山市本母町342-3 0577-35-4133
理研産業補聴器センター砺波店 砺波市栄町603 0763-32-6922

上記以外については、村民課（☎６－１３１１）までお問合せください。

【認定補聴器専門店】

対 象 者 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴の高齢者で購入時に満65歳以上の者
聴力レベル 両耳の聴力が40デシベル以上
対象機器 認定補聴器専門店で購入したものに限る（下記参照）
補助金額 購入費が10万円以上の場合　50,000円
 購入費が10万円未満の場合　購入費の１／２
 （100円未満切り捨て）
補助回数 原則１回限り　ただし、聴力レベルが悪化した場合はこの限りではありません
申請方法 事前に必要書類をお渡ししますので、村民課まで連絡をください

子供の日特別企画有り！
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すこやかだより vol.121
- 保健師・管理栄養士さんからのお知らせ -

“ママと赤ちゃんのサロン” ４～５月の予定

【対　象】妊婦さん、入園前までのお子さんとママ
　　　　 （感染予防のため、前週の金曜正午までにお申込みください）
【日　時】４月20日（水）、５月25日（水）の午前10時～11時30分
【場　所】鳩谷体育館（保健室）
【持ち物】母子手帳、飲み物、バスタオル
【注　意】・感染予防のため、発熱や風邪症状がある場合は参加をご遠慮ください。マスクを着用。
　　　　  ・電話等による相談をご希望の方は、村民課へご連絡ください。

妊婦さんや子育て中のママが、仲間づくりや憩いの場として、気軽に集える“ママと赤ちゃんのサロン”に
来ませんか？飛騨地域の助産師さんがみえ、育児・健康に関する相談も行います。

子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診のご案内

対象年齢
（年齢基準：令和5年3月31日） 料 金

子宮頸がん検診
●子宮全摘の方は、子宮頸部の細胞が採取できないので、お控えください。

乳がん検診
●妊娠中や妊娠の疑いのある方、授乳中の方、ペースメーカーや治療のため
　カテーテルを挿入している方、豊胸手術をされた方は受けることができません。

骨粗しょう症検診

20～69歳
70歳以上

30～69歳

70歳以上

40～69歳の女性
70歳以上の女性

700円
300円

700円

300円

700円
300円

[ 問合せ先 ] 村民課 ☎６-1311

【日時・場所】5月17日（火） 受付時間　午前10：15 ～ 11：00　平瀬体育館
 受付時間　午後  1：15 ～   2：00　鳩谷体育館

【お申し込み】申し込みは不要です。当日、受け付けします。
【次回の検診】9月13日（火） 受付時間　午後 1：15 ～ ２：00　鳩谷体育館（鳩谷体育館での開催のみ）

適度な運動

コロナに負けず元気にすごそう
ウイルスと戦う力をつけるには…？

睡眠

マスク・手洗い・うがい からだを温める バランスのとれた食事 ストレスをためない
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　　  岐阜県交通遺児激励金
　　　　　支給事業について
　岐阜県では、毎年、５月５日の「こ
どもの日」に合わせて、次のとおり交
通遺児の方に激励金を支給していま
す。
▼対象者
　５月５日現在、岐阜県内に居住され
ており、交通事故によりそれまで生計
をともにしていた父または母（すでに
父母がいらっしゃらない場合にはそれ
に代わる方）を亡くされた方で、義務
教育終了までの方および高等学校在学
中（高等専門学校３年修了までの方、
特別支援学校の高等部在学中の方を含
む）で満20歳未満の方。
※交通遺児となった後、養子縁組した
方、もしくは父または母が再婚し政権
をともにすることとなった方は除きま
す。

CALENDAR
主な行事予定
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食育の日

消費生活相談会

リサイクルハウス受入日

リサイクルハウス受入日

村税等納期限日
登校ふれあい週間（～28日）

リサイクルハウス受入日

昭和の日

村内一斉美化運動

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

リサイクルハウス受入日

区長宛文書発送

リサイクルハウス受入日

子宮・乳がん・骨粗鬆症検診

消費生活相談会

　　  裁判所からのお知らせ

　裁判所では、国民の皆様に新しくで
きた制度や裁判手続を知っていただく
ために、随時テーマを定めて、裁判所
ウェブサイト（https://www.courts.
go.jp/index.html）で御案内しており
ます。4月のテーマは「調停の歴史～
調停制度発足100周年～」及び「18
歳から裁判員に！」です。是非ご覧く
ださい。
　調停について、詳しくは裁判所ウェ
ブサイトhttps://www.courts.go.jp/）
をご覧ください。

お問合せ先
岐阜地方裁判所事務局総務課
　　　　　　　　☎058-262-5122

お巡りさんからのお知らせお巡りさんからのお知らせ

〈問い合わせ先〉 鳩ヶ谷駐在所 TEL ６ｰ１００４　平瀬駐在所 TEL ５ｰ２２６１

　3月12日（土）午後2時5分頃、白川村飯島地内の国
道156号で軽自動車と普通自動車が正面衝突する交通事
故が発生しました。

　この交通事故で、軽自動車を運転する70歳代の男性
が頭などを打って意識不明の重体となりましたが、一命
をとりとめています。

　普通乗用車の運転手と3歳男児は、シートベルトや
チャイルドシートをしっかり着装していたことから、軽
傷で済みました。

　最近は大きな交通事故は村内で発生していませんでし
たが、大事故とならないためには、安全な速度で、シー
トベルト等を正しく着装していただくことが大切です。

▼激励金の額
　一人当たり
　　乳幼児及び小学生　15,000円
　　中学生　　　　　　20,000円
　　高校生等　　　　　25,000円
　※申請時から高等学校等就学中
（20歳未満）まで支給されます。
問
総務課　☎05769-6-1311もしくは
岐阜県環境生活部県民生活課
　　　　交通安全・コミュニティ係
　　　　☎058-272-1111

納期を守って明るい村づくり   新人ドライバーの
　　　　デビューについて
　新年度になりました。若葉が芽
吹き始めるころです。運転者の中
にも、若葉マークを付けた新人ド
ライバーが多くなっています。
　新人ドライバーは運転技術が浅
く、緊急時の判断が熟練者と比べ
て遅れてしまいます。若葉マーク
の車を見かけたら前を譲るなど、
余裕を持った運転でサポートをし
ましょう。

◆軽自動車税（令和４年度分）
◆国保料・保育料（４月分）
◆介護・後期高齢者保険料（普徴４月分）

　納期限は４月25日（月）です

令和４年度
入札結果公表 ３月分

（3月24日執行分）
　村道鳩谷馬狩線落石防護柵工事
　　落札　沢田建設（株）
　　　　　　　　　31,700,000円

■３月の社会福祉協議会活動報告
〇要支援利用者　　モニタリング　12件
　　　　　　　　　請求　　　　　12件
　　　　　　　　　住宅改修　　　 １件
　　　　　　　　　会議出席　　　 ２件
〇要介護認定調査　新規　　　　　 １件
　　　　　　　　　更新　　　　　 ４件
　　　　　　　　　区分変更　　　 １件

〇心配ごと相談、対応　　　　　 ５件
〇65歳以上ひとり暮らし世帯
　『まめなかな訪問』　　　　　53件
○白川郷学園福祉学習開催
○理事会、評議員会開催

白川村社会福祉協議会からのお知らせ

[ 問合せ先 ] 白川村社会福祉協議会 ☎６-1311

重大な交通事故発生!!

　白川保育園父母の会より白川村社会福祉協議
会へ、マルシェで余った子供服を寄付していた
だきました。いただいた子供服は、「アジア・ア
フリカ難民救援医療チャリティ実行委員」へ寄
付をさせていただきます。

　４月６日（水）、高山地区交通安全協会白川支
部より白川郷学園新入学生へ自転車用ヘルメッ
ト、防犯ブザー、通学用傘の交通安全３点セット
が贈られました。

寄付のお知らせ寄付のお知らせ 交通安全協会から寄贈交通安全協会から寄贈

民事調停に
ついてはこちら

家事調停に
ついてはこちら

裁判員制度に
ついてはこちら
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INFORMATION 暮らしの情報 村からのお知らせのほか、国や県などの情報を紹介します
インフォメーション　
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故が発生しました。
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問
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〇要介護認定調査　新規　　　　　 １件
　　　　　　　　　更新　　　　　 ４件
　　　　　　　　　区分変更　　　 １件
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重大な交通事故発生!!

　白川保育園父母の会より白川村社会福祉協議
会へ、マルシェで余った子供服を寄付していた
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フリカ難民救援医療チャリティ実行委員」へ寄
付をさせていただきます。
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寄付のお知らせ寄付のお知らせ 交通安全協会から寄贈交通安全協会から寄贈

民事調停に
ついてはこちら

家事調停に
ついてはこちら

裁判員制度に
ついてはこちら
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INFORMATION 暮らしの情報 村からのお知らせのほか、国や県などの情報を紹介します
インフォメーション　



　白川村農業委員会では、令和４年４月１日より、農地の適正利用の促進及び農地の遊休化・荒廃化の防止を目的
に、農地法第３条の別段の面積（＝農地取得の下限面積）を村内一律20アール（2,000㎡＝２反）に引き下げ、また
申請により農業委員会が指定した農地については0.01アール（１㎡）から取得することができるようになりました。

　鳩ヶ谷駐在所に勤務の逢坂警部補（4ヶ年）、大橋巡査部長
（3ヶ年）がこの3月で異動することとなり、3月29日（火）白
川村青少年育成村民会議から多年にわたる少年柔道クラブへ
の熱心な指導が評価され、感謝状が贈呈されました。
　長年にわたり、ありがとうございました。

逢坂警部補・大橋巡査部長へ
感謝状贈呈

村内農地が取得しやすくなりました村内農地が取得しやすくなりました

＜担当＞白川村農業委員会事務局（白川村役場　基盤整備課　農林係）電話：６－１３１１

　もっと詳しく知りたい、こんな場合は適用されるか、申請方法を知りたいなど、ご不明な点等ありましたらお気軽
にお問い合わせください。

○設定する区域と面積
　　１ 農地法施行規則第17条第１項による区域
 　　　　　　　　　　区　　域 下限面積
  20アール
 　　　　　　　　　村　内　全　域 （2,000㎡＝２反）
  ※30アールから引き下げ

　　２ 農地法施行規則第17条第２項による区域（筆指定）
 　　　　　　　　　　区　　域 下限面積
 次の要件全てに該当し農業委員会が指定した農地 0.01アール
 （１）譲受（借受）人が決まっている農地 （１㎡）
 （２）遊休農地若しくは遊休化の恐れのある農地 ※追加の要件
 （３）集団的な農地利用に支障のない農地 
  

○上記２の農地指定を適用する場合の事例
　　例１）近所の方が高齢により耕作できなくなり、その農地を購入し耕作したいが、
　　　　　20アール以上の農家じゃないから買えないなあ．．．
　　例２）移住後に畑を購入し耕作したいけど、農家じゃないから買えないなあ．．．
　　例３）私の農地とＡさんの農地を交換すれば、どちらも家の近くになるので耕作しやすいけど、
　　　　　私は20アール以上の農家じゃないから無理だなあ．．．

　耕作を目的として農地の権利を取得する場合には、農地法第３条に基づく許可が必要と
されており、許可要件（個人）は次のとおりとなっています。

・使用管理する農地の全てを効率的に耕作できるか（全部耕作要件）
・本人又は世帯員が年間150日以上農業に従事できるか（常時従事要件）
・取得後の経営面積が下限面積を超えるか（下限面積要件）
・周辺の農地利用に悪影響がないか

農地法第３条では…

この要件を見直しました

このような場合は、農業委員会の指定を受ければ農地を取得することができます！

小学生１・２年女子 １位　今藤　桃花
小学生１・２年男子 16位　田中　昂里
小学生３・４年男子 １位　大塚　侑斗
 13位　谷藤　柊成
小学生５・６年男子 13位　新谷陵一郎

小学３・４年生男子 １位　大塚　侑斗
小学５・６年生男子 ８位　新谷陵一郎
中学男子 ４位　大塚　遼翔

Keep-ONE cup 
スラローム大会

平湯温泉大滝山
ジュニアアルペンスキー競技大会みんなの

スポーツ
開催日：3月13日（日）飛騨かわいスキー場（飛騨市）

開催日：3月19日（土）平湯温泉スキー場

白川村ホームページが
　　　　　新しくなりました

　白川村ホームページが3月31日12時より約10年ぶりに新しく生まれ変わりました。デザインの見直し、カテゴリ
の整理を行い、今まで以上に見やすく、使いやすいホームページとなりました。

１ スプラッシュページの採用
　利用者が目的に合わせて情報を探せるよう入口を
明確に分け、利便性の向上を図りました。
…………………………………………………………………………………………………………………………

２ スマートフォン対応化
　以前のホームページでは観光ページのみスマホ対
応になっておりましたが、この機にどんな端末でも
最適に閲覧できるようになりました。
…………………………………………………………………………………………………………………………

３ 誰にでも使いやすい
　高齢者や障がい者等のアクセシビリティに十分配
慮して、JISX8341-3:2016への適合レベル「AA」
に準拠を目的としたリニューアルを行いました。
…………………………………………………………………………………………………………………………

４ 情報の再分類
　見つけたい情報をすぐに見つけられるよう、分類
の見直しを行いました。　

ホームページはこちら

注目ポイント!! スマートフォン画面
　スマートフォンで閲覧し
ても見やすく表示されま
す。情報も整理したので、
知りたい情報を見つけやす
くなりました。
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カメラさん ぽあなたからの情報を
お待ちしています。
TEL 6-1311

t o p i c s

守る会が日本イコモス賞２０２１を受賞！！

思いやりとやさしさを行動で伝えよう!!
　3月9日（水）白川郷学園夢ホールにて福祉学習会
を行いました。学園５・６年生を対象に白川村社会福
祉協議会の南事務局長を講師としてお招きし、車いす
に乗っている方が段差で困っている時の声掛けやお手
伝いなどのレクチャーをしていただきました。
　児童が交互に車いすに乗る人、介助する人を交代し
て体験をし、一人ひとりそれぞれが相手方の立場に
立って介助を行いました。車いすに乗っている人に目
線を合わせて話したり、段差で困っている以外にもお
手伝いしようと声掛けをしたりするなどして児童たち
の思いやりの気持ちとやさしさを見ることができまし
た。

春の火の元検査及び春季合同火災演習
　４月３日（日）春の火の元検査及び春季合同
演習を実施しました。消防団車両による啓発パ
レード、各戸への防火標語の配布、団車両やポ
ンプ等資機材の点検、整備を行いました。
　午後からは、白川村学校給食センターを出火
元として、消防署、警察署との合同火災演習を
実施し、現場本部による団活動の統括、無線を
使用した情報伝達訓練を実施しました。各分
団、現場本部からの情報をもとに実践さながら
の活動を行い、知識と技術の向上を図りまし
た。

シニアクラブ会長の想いが実現

　令和４年１月、白川郷荻町集落の自然
環境を守る会が2021年度「日本イコモ
ス賞」を受賞しました。ICOMOSとは、
国際記念物会議（International Council 
on Monuments and Sites）のこと
で、文化遺産に関わる国際的な非政府組
織です。世界遺産登録推薦資産の審査機
関として皆さんよく耳にされると思いま
すが、「白川郷・五箇山の合掌造り集
落」もこのイコモスの審査を経て登録さ
れています。そのイコモスに承認された
国内委員会が日本イコモス国内委員会
（ICOMOS Japan）です。
　今回受賞した日本イコモス賞はその日本イコモス国内委員会が創設するもので、文化遺産の保存活用理
念、保存活用活動、保存活用プロジェクトの前進に貢献し優れた業績をあげた者に授与されるものです。こ
の度の守る会の授賞理由は「世界遺産集落の半世紀にわたる創造的な保存活用の活動」です。守る会は昨年
12月結成50周年を迎え、50年間の活動が日本の遺産保存への貢献として認められたことは大変栄誉なこと
です。

完成間近!!  酒米も水も村内産 「白川村純米大吟醸CUVEE45」
　3月4日（金）新しい特産品づくりとして村が
進めるオリジナル日本酒「白川村純米大吟醸
CUVEE45」の熟成が始まりました。
　この日、村職員や渡辺酒造店の従業員ら15名
ほどが協力して、「合掌造り民家園」内の旧鳩谷
八幡神社の貯蔵庫へ約720ℓ（酒瓶1200本）を
運び入れ、約1か月間氷温熟成させます。天然の
雪で熟成させると舌触りの良いまろやかな味わい
になるそうです。
　４月上旬には貯蔵庫から出し、中旬頃から村内
事業所での販売・ふるさと納税の返礼品に追加す
る予定です。

　３月１５日（火）白川村シニアクラブ会長　梨谷
信夫さんがさくら山荘入所者を慰問しました。

　フードプロセッサ２台と
ティッシュペーパーを贈呈
し、長年にわたりシニアク
ラブ（旧：明生長寿連合
会）の活動を支えてくだ
さった諸先輩方に感謝の気
持ちを伝えました。
　コロナ禍で家族以外の方
との面会が制限されている
中、久しぶりの再会に入居
者の方々も笑顔になってい
ました。
　シニアクラブでは今後も
このような活動を継続して
いきます。
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カメラさん ぽあなたからの情報を
お待ちしています。
TEL 6-1311

t o p i c s

守る会が日本イコモス賞２０２１を受賞！！

思いやりとやさしさを行動で伝えよう!!
　3月9日（水）白川郷学園夢ホールにて福祉学習会
を行いました。学園５・６年生を対象に白川村社会福
祉協議会の南事務局長を講師としてお招きし、車いす
に乗っている方が段差で困っている時の声掛けやお手
伝いなどのレクチャーをしていただきました。
　児童が交互に車いすに乗る人、介助する人を交代し
て体験をし、一人ひとりそれぞれが相手方の立場に
立って介助を行いました。車いすに乗っている人に目
線を合わせて話したり、段差で困っている以外にもお
手伝いしようと声掛けをしたりするなどして児童たち
の思いやりの気持ちとやさしさを見ることができまし
た。

春の火の元検査及び春季合同火災演習
　４月３日（日）春の火の元検査及び春季合同
演習を実施しました。消防団車両による啓発パ
レード、各戸への防火標語の配布、団車両やポ
ンプ等資機材の点検、整備を行いました。
　午後からは、白川村学校給食センターを出火
元として、消防署、警察署との合同火災演習を
実施し、現場本部による団活動の統括、無線を
使用した情報伝達訓練を実施しました。各分
団、現場本部からの情報をもとに実践さながら
の活動を行い、知識と技術の向上を図りまし
た。

シニアクラブ会長の想いが実現

　令和４年１月、白川郷荻町集落の自然
環境を守る会が2021年度「日本イコモ
ス賞」を受賞しました。ICOMOSとは、
国際記念物会議（International Council 
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で、文化遺産に関わる国際的な非政府組
織です。世界遺産登録推薦資産の審査機
関として皆さんよく耳にされると思いま
すが、「白川郷・五箇山の合掌造り集
落」もこのイコモスの審査を経て登録さ
れています。そのイコモスに承認された
国内委員会が日本イコモス国内委員会
（ICOMOS Japan）です。
　今回受賞した日本イコモス賞はその日本イコモス国内委員会が創設するもので、文化遺産の保存活用理
念、保存活用活動、保存活用プロジェクトの前進に貢献し優れた業績をあげた者に授与されるものです。こ
の度の守る会の授賞理由は「世界遺産集落の半世紀にわたる創造的な保存活用の活動」です。守る会は昨年
12月結成50周年を迎え、50年間の活動が日本の遺産保存への貢献として認められたことは大変栄誉なこと
です。

完成間近!!  酒米も水も村内産 「白川村純米大吟醸CUVEE45」
　3月4日（金）新しい特産品づくりとして村が
進めるオリジナル日本酒「白川村純米大吟醸
CUVEE45」の熟成が始まりました。
　この日、村職員や渡辺酒造店の従業員ら15名
ほどが協力して、「合掌造り民家園」内の旧鳩谷
八幡神社の貯蔵庫へ約720ℓ（酒瓶1200本）を
運び入れ、約1か月間氷温熟成させます。天然の
雪で熟成させると舌触りの良いまろやかな味わい
になるそうです。
　４月上旬には貯蔵庫から出し、中旬頃から村内
事業所での販売・ふるさと納税の返礼品に追加す
る予定です。

　３月１５日（火）白川村シニアクラブ会長　梨谷
信夫さんがさくら山荘入所者を慰問しました。
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持ちを伝えました。
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との面会が制限されている
中、久しぶりの再会に入居
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応援してください！ふるさと納税  村外のご親戚やご友人に、白川村への「ふるさと納税」をお勧めください。

むらの人口
男

女

計

世帯数
高齢化率

（－13）

（－26）

（－  7）

（－13）761　人

746　人

1,507　人

587世帯
33.38%

4月1日現在、（　）内は前月比

　４月３日（日）春の火の元検査及び春

季合同火災演習が行われました。春季合

同火災演習は給食センター付近を想定

し、より実践に近い形で実施されまし

た。詳しくは２３ページカメラさんぽを

ご覧ください。
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令和４年度  白川村村長施策方針

令和４年度  白川村機構図

新型コロナウイルス感染症
　　   ワクチン接種状況について
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新規採用職員紹介

名前　西　賢次
出身　飛騨市古川町
趣味　ドライブ、旅行
一言　基盤整備課建設係を担当
いたします。出身は飛騨市ですが、
白川村に居住させていただき村の
ことも学びながら少しずつ様々な
形でみなさまのお役に立ちたいと
考えています。いろいろとお世話に
なることもあるかと思いますがよろ
しくお願いいたします。

名前　髙島　綾子
出身　奈良県生駒市
趣味　食べること、寝ること、
　　　韓流ドラマ鑑賞
一言　21年ぶりに村に奉職致し
ました。村民の皆様に寄り添い、
元気な村づくりに貢献したいと
思いますので、お気軽にお声か
けください。どうぞよろしくお
願い申し上げます。

名前　熊谷　八重
出身　宮城県仙台市
趣味　博物館・美術館巡り
一言　昨年７月の民家園でのイ
ンターンを経て、４月から会計
室に勤務することになりました。
これから白川村と財政のことを
勉強していきますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

名前　奥野　真夕
出身　飛騨市神岡町
趣味　旅行
一言　４月から村民課の管理栄
養士として働かせていただきま
す。村民の皆様の健康に貢献で
きますよう、精一杯尽力いたし
ます。よろしくお願い致します。

名前　小瀬　智寛
出身　飛騨市古川町
趣味　スポーツ
　　　（特にバスケットボール）
一言　４月から消防士として働
くことになりました。社会人と
なることに不安しかなく、皆様
に迷惑をおかけすること多々あ
ると思いますが、精一杯頑張り
ますので、どうぞよろしくお願
い致します。

名前　元田　晴伸
出身　飛騨市古川町
趣味　キャンプ
一言　昨年度は白鳥病院からの
派遣医師として火曜日と金曜日
の診療を担当しておりました。今
年度からは白川・平瀬診療所の
所長として改めて勤務させてい
ただきます。白川村の健康づくり
のため、尽力して参りますので、
よろしくお願いいたします。

にし　　けん　じ たかしま　あや　こ くまがい　　や　え

おく　の　　ま　ゆ 　こ　せ　　ち　ひろ げん　だ　　はるのぶ

※髙島さんは、平成11年に白川村職員（保健師）に採用し２年間勤務されましたが、結婚を機に退職され、その後、
南砺市や関西電力㈱の保健師として勤務されていました。しかし村の保健師が急遽３月末をもって退職すること
となり、その後任を早急に配置する必要があったため、関西電力㈱ご理解のもと髙島さんにお願いし、村保健師
として勤務していただくことに応諾いただきました。

80
古
紙
配
合
率
8
0
％
再
生
紙
使
用

発
　
行
■
白
川
村
役
場
  総
務
課
  庶
務
係

　
　
　
　
〒
５０１-５６９２

　
　
　
　
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
大
字
鳩
谷
5
1
7
番
地

　
　
　
　
ＴＥＬ

 ０５７６９－
６－

１３１１　
FA
X
 ０５７６９－

６－
１７０９

ホームページ■
http://shirakaw

a-go.org
Ｅ
メ
ー
ル
■
soum

u-kouhou@vill.shirakawa.lg.jp
印
　
　
刷
■
牧
印
刷
株
式
会
社

令
和
４
年
4
月
12
日
発
行

広
報
し
ら
か
わ

第 

609
号

　

わたしたちの 日本一 美しい村

広報

2022

No.609
4月号


